
張
潮
と
張
鼎
梅
・
張
鼎
望
兄
弟
の
交
遊
－
書
簡
の
雁
酬
を
手
が
か
り
に
ー

小
　
塚
　
由
　
博

は
じ
め
に

ー
’
張
潮
と
張
兄
弟

2
．
雨
者
の
書
簡
①
ー
概
要
－

3
．
両
者
の
書
簡
②
ー
長
文
の
書
簡
を
中
心
に
ー

お

わ
り
に

（55）

は

じ
め
に

　
清
初
に
揚
州
を
握
鮎
と
し
て
活
躍
し
た
文
人
張
潮
（
一
六
五
〇
ー
一
七
o
九
？
）
は
、
警
句
集
『
幽
夢
影
』
や
叢
書
『
虞
初
新
志
』
等
多

敷
の
作
品
を
制
作
．
編
集
し
、
出
版
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
當
時
の
江
南
を
中
心
と
し
て
蜘
蛛
の
巣
の
よ
う
に

張
り
巡
ら
さ
れ
た
文
人
た
ち
の
交
遊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存
在
し
て
い
た
。
張
潮
は
そ
れ
を
巧
み
に
利
用
し
て
、
作
品
の
編
集
や
頒
布
・
牧
集

等
の
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
具
鵠
的
な
様
子
の
1
端
が
窺
え
る
の
は
、
彼
が
友
人
た
ち
と
取
り
交
わ
し
た
書
簡
を
集
め
た
『
尺
蹟
友
聲
』



と
『
尺
績
友
聲
偶
存
』
で
あ
る
。
こ
の
両
書
簡
集
に
は
、
合
わ
せ
て
四
〇
〇
名
饒
、
約
一
五
〇
〇
通
の
書
簡
が
牧
め
ら
れ
て
お
り
、
作
品
の

制
作
や
編
集
に
關
す
る
よ
り
具
禮
的
な
状
況
を
窺
う
こ
と
が
出
來
る
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
こ
の
書
簡
集
を
中
心
に
、
そ
の
状
況
に
つ
い
て
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　

査
・
考
察
を
行
っ
て
き
た
が
、
本
論
で
は
張
潮
と
そ
の
親
類
で
あ
る
張
鼎
梅
・
張
鼎
望
兄
弟
（
以
下
張
兄
弟
と
稻
す
）
と
の
聞
で
取
り
交
わ

さ
れ
た
書
簡
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
と
思
う
。
張
兄
弟
は
代
々
陳
西
淫
陽
に
在
住
す
る
官
吏
の
一
族
に
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
両
者
の
書
簡
に

は
他
の
人
物
の
書
簡
と
比
べ
て
も
か
な
り
長
文
の
書
簡
が
複
藪
遺
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
多
藪
の
作
品
が
や
り
と
り
さ
れ
て
い
る
。
本
論

で

は
張
潮
及
び
張
兄
弟
に
つ
い
て
簡
軍
に
遮
べ
た
上
で
、
揚
州
と
陳
西
と
い
う
、
長
距
離
聞
で
の
書
簡
が
ど
の
よ
う
に
傳
達
さ
れ
た
の
か
、

ま
た
そ
の
書
簡
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
更
に
は
ど
の
よ
う
な
作
品
が
交
わ
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
概
要
を
探
っ
て
み
た
い
。

1
．
張
潮
と
張
兄
弟

（56）

　
　
a
．
張
潮
お
よ
び
作
品
編
纂
・
出
版
活
動
に
つ
い
て
’

　
張
潮
、
字
は
山
來
、
號
は
心
齋
居
士
・
三
在
道
人
。
安
徽
敷
縣
（
新
安
）
の
人
o
父
習
u
l
　
（
1
六
〇
六
ー
？
）
は
順
治
六
〈
＝
ハ
四
九
〉

年
の
進
士
で
、
山
東
提
學
余
事
等
を
歴
任
し
た
人
物
で
あ
る
。
早
々
に
士
官
の
道
を
断
念
し
た
張
潮
は
、
一
六
八
〇
年
前
後
に
は
揚
州
に
移

り
住
み
、
父
か
ら
語
清
堂
と
い
う
版
元
を
受
け
纏
ぎ
、
様
々
な
作
品
制
作
・
編
集
に
取
り
か
か
っ
た
。

　
張
潮
の
作
品
に
は
『
心
齋
柳
復
集
』
『
幽
夢
影
』
『
花
影
詞
』
等
の
ほ
か
、
當
時
流
行
し
た
小
品
文
が
多
い
。
例
え
ば
、
『
聯
荘
・
聯
騒
」

『
課
脾
約
』
『
花
鳥
春
秋
』
『
飲
中
八
仙
令
』
等
で
あ
る
。
更
に
同
時
代
の
著
者
た
ち
の
小
品
文
を
集
め
た
叢
書
の
編
纂
に
も
心
血
を
注
い
だ
。

そ

し
て
完
成
し
た
の
が
『
虞
初
新
志
』
1
1
十
s
w
　
（
1
七
o
o
年
以
降
完
成
）
、
『
檀
几
叢
書
』
初
集
（
一
六
九
五
年
）
・
二
集
（
一
六
九
五
年
）

・

鹸
e
x
　
（
1
六
九
五
ー
九
七
年
頃
）
、
『
昭
代
叢
書
』
甲
u
x
　
（
1
六
九
六
年
）
・
乙
集
（
一
七
o
o
年
）
・
丙
集
（
一
七
o
1
1
1
年
）
で
あ
る
。



こ
の
叢
書
に
は
の
べ
約
2
8
0
名
、
4
5
6
種
の
作
品
が
牧
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
張
潮
が
人
傳
え
、
も
し
く
は
著
者
本
人
よ
り
手

に

入
れ
た

も
の
で
あ
る
。
編
集
・
出
版
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
書
簡
と
と
も
に
各
地
の
文
人
た
ち
に
寄
せ
ら
れ
た
。
後
述
の
張
兄
弟
と

の

交
遊
も
、
こ
れ
ら
の
叢
書
が
編
纂
・
出
版
さ
れ
る
時
期
と
ほ
ぼ
重
な
る
。

　
　

b
’
張
潮
の
書
簡
に
つ
い
て

　
前
述
の

よ
う
に
張
潮
に
は
、
友
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
書
簡
を
集
め
た
『
尺
墳
友
聲
』
（
以
下
『
友
聲
』
と
稻
す
）
と
友
人
に
贈
っ
た
書
簡

を
集
め
た
『
尺
損
友
聲
偶
存
』
（
以
下
『
偶
存
』
と
稻
す
）
が
存
在
す
る
。
雨
書
と
も
張
潮
と
文
人
た
ち
の
交
遊
關
係
を
知
る
貴
重
な
作
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
こ

で

あ
る
。
本
論
で
も
張
潮
と
張
兄
弟
と
の
關
係
を
解
明
す
る
重
要
な
讃
援
と
し
て
用
い
る
こ
と
と
し
た
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
拙
論
を
参
考

に

さ
れ
た
い
が
、
構
成
や
特
徴
等
を
簡
軍
に
説
明
し
て
お
こ
う
。

　
『
友
聲
』
は
全
十
五
巻
、
3
0
0
鈴
名
に
及
ぶ
友
人
達
が
張
潮
に
寄
せ
た
1
0
0
9
通
の
書
簡
を
牧
録
。
『
偶
存
』
は
全
十
一
巷
、
張
潮
が

約
1
7
0
名
の
友
人
に
寄
せ
た
4
5
6
通
の
書
簡
を
牧
録
す
る
。
現
存
す
る
テ
キ
ス
ト
は
、
張
潮
の
死
後
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
乾
隆

四

十
p
a
　
〈
1
七
八
o
〉
年
刊
）
が
、
雨
書
簡
集
と
も
張
潮
存
命
中
に
随
時
纏
あ
ら
れ
、
友
人
た
ち
に
配
布
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い

る
。
そ
の
内
容
は
多
岐
に
渉
る
が
、
塵
倒
的
に
多
い
の
は
編
集
・
出
版
に
關
す
る
も
の
で
、
作
品
の
授
受
や
贈
呈
の
依
頼
（
書
簡
と
と
も
に
、

金
品
も
併
せ
て
傳
達
さ
れ
る
場
合
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
）
、
作
品
の
募
集
、
編
集
・
校
訂
作
業
の
具
膿
的
な
内
容
等
様
々
で
あ
る
。
そ
の

書
簡
の
雁
酬
を
し
て
い
る
人
物
を
列
畢
す
れ
ば
、
王
族
の
愛
新
賛
羅
岳
端
（
紅
蘭
主
人
）
を
始
め
と
し
て
、
王
士
頑
・
朱
舞
尊
・
毛
奇
齢
・

萬
斯
同
・
孔
筒
任
・
張
竹
披
・
閻
若
璃
・
尤
桐
・
日
旦
襲
・
余
懐
・
王
陣
等
當
時
の
鋒
々
た
る
文
人
達
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
彼
ら
は
張
潮
と

誼
を

結
ぶ
こ
と
で
作
品
を
入
手
し
た
り
、
張
潮
の
叢
書
に
自
身
の
作
品
を
投
稿
し
た
り
も
し
て
い
た
。

　
ま
た
、
こ
の
書
簡
集
に
は
そ
の
書
簡
が
誰
が
ど
の
よ
う
に
傳
達
し
た
の
か
に
つ
い
て
窺
え
る
記
述
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
近
代
的
な
郵

（57）



便
制
度
が
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
當
時
の
書
簡
傳
達
は
非
常
に
不
確
か
な
も
の
で
、
親
族
や
使
用
人
・
知
人
・
商
人
・
僧
侶
等
個
人
的
な

つ

て

を
頼
り
に
行
う
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
書
簡
が
豫
定
よ
り
も
大
幅
に
遅
れ
て
届
い
た
り
、
或
い
は
何
ら
か
の
原
因
で
届
か
な
い

こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
書
簡
傳
達
の
成
否
に
は
そ
の
人
物
そ
れ
ぞ
れ
の
交
遊
ネ
ッ
ト
ワ
－
ク
が
大
き
く
影
響
し
て
い

た
と
も
言
え
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
こ
の
書
簡
集
は
當
時
の
文
人
達
の
交
遊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
解
明
の
好
資
料
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

言
で

は
な
い
。
な
お
、
本
論
で
雨
書
簡
集
よ
り
引
用
・
提
示
す
る
場
合
は
、
便
宜
的
に
拙
論
に
基
づ
い
て
通
し
番
號
を
附
し
た
。

　
本
論
で
取

り
上
げ
る
張
兄
弟
と
取
り
交
わ
し
た
書
簡
に
も
、
多
く
の
作
品
が
書
簡
と
と
も
に
傳
達
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
た
こ
の
傳
達
者
の

問
題
も
大
き
く
關
係
し
て
い
る
。

　
　

c
’
張
鼎
梅
と
張
鼎
望
ー
そ
の
一
族
に
つ
い
て
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幻

　
張
潮
の
交
遊
關
係
を
概
観
す
る
と
、
江
南
の
文
人
が
ほ
ぼ
大
宇
を
占
め
て
お
り
、
陳
西
出
身
の
め
ぼ
し
い
文
人
は
張
兄
弟
以
外
に
王
弘
撰
　
臼

（
1
六
l
　
1
1
　
1
－
1
七
o
二
。
字
は
無
異
、
號
は
山
史
。
陳
西
華
陰
の
人
）
ぐ
ら
い
し
か
見
當
た
ら
な
い
。
し
か
も
王
弘
撰
は
江
南
に
滞
在
し

　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

て

い

た
期
聞
も
あ
り
、
必
ず
し
も
陳
西
と
揚
州
の
聞
で
書
簡
が
や
り
と
り
さ
れ
て
い
た
謹
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
張
兄
弟
と

の

交
遊

は
、
張
潮
の
交
遊
の
中
で
も
異
例
な
こ
と
と
言
え
よ
う
。

　
そ

も
そ
も
、
張
潮
と
張
鼎
梅
兄
弟
の
家
と
は
親
族
だ
っ
た
ら
し
い
が
、
具
膿
的
に
ど
の
よ
う
な
關
係
な
の
か
に
つ
い
て
は
よ
く
分
か
ら
な

い
o
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
な
お
、
張
鼎
望
に
つ
い
て
は
彼
の
著
述
「
秦
腔
論
」
に
關
す
る
言
挺
は
僅
か
に
存
在
す

る
が
、
彼
ら
や
そ
の
一
族
に
關
す
る
詳
細
な
研
究
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
張
潮
と
張
鼎
梅
兄
弟
と
の
交
遊
關
係
に
つ
い
て
論
じ
る
前
に
、

以
下
張
兄
弟
及
び

そ
の
家
族
に
つ
い
て
簡
軍
に
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
張
一
族
に
つ
い
て
は
、
地
方
誌
等
の
史
料
に
簡
軍
に
読
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
張
一
族
の
作
品
や
、
他
者
の
張
一
族
に
關
す
る
作



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
　

品
が
『
浬
献
文
存
』
（
以
下
『
文
存
」
と
稻
す
）
及
び
『
淫
献
詩
存
』
（
以
下
『
詩
存
」
と
稻
す
）
に
多
敷
牧
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
参

考

と
な
る
の
が
、
張
兄
弟
の
高
祀
父
に
あ
た
る
張
朝
寵
の
墓
誌
銘
で
あ
る
喬
因
羽
「
張
長
公
墓
誌
銘
」
（
『
文
存
』
外
編
巻
五
）
や
そ
の
父
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
し

重
齢
の
墓
誌
銘
で
あ
る
李
鎧
「
張
公
九
如
壁
雷
安
人
墓
誌
銘
」
（
『
文
存
』
外
編
巻
五
。
以
下
「
墓
誌
銘
」
と
稻
す
）
等
で
あ
り
、
や
や
詳
し

い

記
述
が
見

ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
張
氏
は
代
々
陳
西
淫
陽
管
村
里
（
現
在
の
陳
西
省
威
陽
市
淫
陽
縣
安
呉
鎭
窩
張
村
）
に
住
む
一
族

で
、
明
初
の
張
景
中
よ
り
、
張
聚
、
張
乗
、
張
鷺
と
績
き
、
そ
の
子
張
棺
の
息
子
が
張
朝
寵
で
あ
る
。
高
頑
父
の
張
朝
寵
は
奉
直
大
夫
・
山

西
嵜
嵐
知
州
、
曾
組
父
の
鑑
は
山
西
太
原
府
同
知
、
の
ち
運
臨
皿
使
司
運
同
、
祀
父
の
柄
踏
は
直
隷
満
城
知
縣
と
い
う
代
々
官
僚
の
家
柄
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
き
　

た
。
そ
の
次
男
が
張
兄
弟
の
父
で
あ
る
重
齢
で
あ
り
、
彼
も
直
隷
順
徳
府
邪
墓
の
知
縣
と
な
り
、
後
工
部
都
水
司
主
事
と
な
っ
て
い
る
。
以

下
、
主
要
な
人
物
に
つ
い
て
簡
軍
に
見
て
お
こ
う
。

　
◎
張
朝
寵
（
一
五
二
三
ー
一
k
l
八
1
1
1
）
、
張
鑑
（
一
五
四
五
ー
一
六
〇
五
）

　
朝
寵
字
は
君
愛
。
子
に
張
鑑
・
張
錯
（
不
詳
）
が
い
る
。
張
鑑
（
字
は
孔
昭
、
號
は
湛
川
）
は
萬
暦
I
R
　
〈
1
五
七
三
〉
年
の
貢
士
。
『
易

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

占
登
蒙
説
略
』
『
八
陣
推
桁
圖
』
の
他
、
詩
文
集
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
未
傳
。
『
文
存
』
に
「
第
五
氏
改
建
先
世
祠
堂
記
」
（
正
編
巷

五
）
、
F
湛
川
要
語
」
（
正
編
巷
十
）
有
り
。
な
お
、
張
鑑
の
妹
が
王
鷹
選
（
字
は
詩
北
。
厘
陽
魯
橋
鎭
の
人
O
　
1
m
四
九
－
1
｛
（
1
1
八
）
に

嫁

ぎ
、
そ
の
聞
に
生
ま
れ
た
の
が
明
代
天
主
教
の
代
表
的
な
信
仰
者
の
一
人
で
あ
っ
た
王
徴
（
一
k
i
七
1
－
1
六
四
四
。
字
は
良
甫
）
で
あ

り
、
彼
の
作
品
も
後
述
の
張
潮
と
張
兄
弟
と
の
聞
で
や
り
と
り
さ
れ
て
い
る
。

　
◎
張
柄
誓

（
一ki

八
七
－
　
1
六
六
一
）

　
張
柄
踏

（字
は
義
照
［
儀
昭
］
）
は
號
を
凱
蓄
と
い
い
、
順
治
五
（
一
六
四
八
年
）
年
の
畢
人
o
知
縣
と
し
て
善
政
を
敷
い
た
が
、
清
廉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

な
人
柄
で
時
の
風
俗
と
合
致
せ
ず
、
官
を
僻
め
て
故
郷
に
蹄
り
、
著
述
活
動
に
勤
し
ん
だ
と
い
う
。
王
徴
・
洪
承
疇
（
一
i
g
九
l
l
l
－
　
1
六
六

五
）
・
路
振
飛
（
一
p
a
九
O
－
　
1
六
四
八
）
・
來
復
・
銭
謙
盆
（
一
五
八
二
ー
一
六
六
四
）
等
と
交
遊
あ
り
。
樂
府
に
巧
み
で
あ
り
、
ま
た
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け
　

著
書
と
し
て
「
飢
蓄
集
』
二
十
巻
が
あ
っ
た
が
、
未
傳
。
『
文
存
』
に
「
王
公
葵
心
傳
」
（
正
編
巷
六
）
、
F
七
十
初
度
自
介
衷
言
」
（
正
編
巻

十
1
　
1
）
、
『
詩
存
』
に
「
自
嘲
放
歌
［
聴
王
良
甫
先
生
説
山
］
」
　
（
正
編
巻
一
）
、
F
和
同
春
園
即
事
」
（
正
編
巻
一
）
等
有
り
。

　
◎
張
重
齢
（
一
六
一
g
e
－
　
1
六
七
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
彼
に

つ
い

て

は
、
「
墓
誌
銘
」
や
劉
於
義
『
陳
西
通
志
』
、
宋
伯
魯
『
重
修
淫
陽
縣
志
』
等
に
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
張
重
齢
、

字

は
九
如
、
號
は
碕
峨
o
順
治
戊
子
（
p
a
　
〈
1
六
四
八
〉
年
）
の
皐
人
o
順
治
十
二
く
一
六
五
五
V
年
に
直
隷
順
徳
府
那
墓
縣
の
長
官
に
任

命
さ
れ
た
。
彼
は
縣
内
で
冤
罪
事
件
が
登
生
し
た
際
、
そ
の
洞
察
力
で
解
決
し
た
。
後
、
工
部
都
水
司
⊥
土
事
に
補
せ
ら
れ
、
（
山
東
）
通
昌

の

農
地
・
寳
源
銭
局
（
貨
幣
鋳
造
所
）
等
を
監
督
す
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
才
能
は
大
司
空
に
も
匹
敵
す
る
と
稻
せ
ら
れ
た
が
、
積
年

の

疲
勢
に
よ
り
休
養
の
た
め
に
闘
郷
し
て
卒
し
た
。
王
弘
詐
（
一
－
（
1
O
－
1
六
七
四
）
・
魏
喬
介
（
1
六
一
l
〈
－
　
1
六
八
六
）
等
と
交
遊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　

有
り
。
作
品
と
し
て
、
『
臨
清
棲
文
集
』
が
あ
る
が
、
未
傳
。
ま
た
葛
最
『
淫
陽
縣
志
』
（
十
巷
本
）
に
彼
の
序
文
（
康
煕
九
〈
一
六
七
〇
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

年
）
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、
彼
に
は
潮
間
と
い
う
兄
が
お
り
、
萬
暦
丙
午
　
（
1
i
l
十
四
　
〈
ニ
ハ
O
六
年
〉
）
の
貢
士
で
、
五
十
歳
で
死
去
し
た
。
　
㏄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ほ
　

妻

は
治
中
李
弘
槙
の
女
o
子
と
し
て
鼎
職
・
鼎
鎭
・
鼎
嘉
・
鼎
穀
が
い
る
。

　
◎
張
定
和

（“
’
－
　
1
六
九
二
）

　
母
は

雷
安
人
。
張
鼎
梅
・
張
鼎
望
の
異
母
兄
に
あ
た
る
。
歳
貢
生
で
、
墾
人
の
師
心
知
　
（
字
は
君
巽
。
崇
頑
十
k
i
　
〈
1
六
四
二
〉
年
の
畢

人
）
の
女
を
嬰
り
、
縫
い
で
ロ
貝
雁
龍
（
不
詳
）
の
女
を
要
っ
た
。
な
お
、
後
述
の
通
り
妻
員
氏
の
親
族
が
張
潮
と
張
兄
弟
と
の
聞
で
書
簡
傳

達

を
澹
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
彼
は
康
煕
三
十
一
〈
1
｛
ハ
九
i
　
1
〉
年
に
没
し
て
お
り
、
張
潮
と
の
交
遊
が
あ
っ
た
か
否
か
は
記
録
が
無

く
不
明
で
あ
る
。
彼
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。

　
◎
張
鼎
梅

（
一
六
四
七
ー
一
七
l
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
め
　

　
張
兄
弟
に
關
し
て
、
前
掲
の
「
墓
誌
銘
」
に
彼
ら
の
職
位
や
妻
子
に
つ
い
て
記
述
が
あ
る
以
外
は
極
め
て
断
片
的
で
、
情
報
量
も
少
な
い
。



そ

の

他
の
資
料
も
含
め
て
分
か
る
範
園
内
で
両
者
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。

　
張
鼎
梅
、
字
は
粛
月
（
囎
月
と
も
）
、
鼎
望
の
兄
。
p
m
g
e
｛
1
　
1
十
九
　
〈
　
1
六
九
O
〉
年
に
畢
人
と
な
り
、
康
煕
三
十
六
〈
一
六
九
七
〉
年
に

進
士
に

合
格
し
た
。
母
は
申
安
人
（
H
／
x
l
i
l
　
1
　
－
　
1
七
l
1
1
）
o
弟
張
鼎
望
の
記
し
た
「
祭
五
兄
文
」
（
『
文
存
』
正
編
巻
九
）
に
よ
る
と
、

F丙
辰
」
（
康
煕
十
五
〈
一
六
七
六
〉
年
）
に
「
u
e
l
i
l
十
而
弟
十
四
」
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
康
煕
五
十
三
〈
一
七
l
四
〉
に
病
死
し
て
い
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　

と
等
が
分
か
る
。
『
陳
西
通
志
』
（
巻
三
十
ニ
1
1
十
1
　
1
）
や
『
重
修
淫
陽
縣
志
』
（
巻
十
）
に
よ
る
と
、
彼
は
山
東
東
明
知
縣
に
任
じ
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

お

り
、
儲
元
升
『
東
明
縣
誌
』
巻
四
（
乾
隆
1
1
十
1
　
〈
一
七
五
六
〉
年
序
）
に
よ
る
と
、
東
明
知
縣
の
任
は
康
煕
四
十
四
〈
一
七
o
五
〉
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

A6
り
四
十
六
　
〈
！
七
o
七
〉
年
で
あ
る
。
彼
は
法
を
遵
守
し
、
善
良
な
性
格
で
、
父
重
齢
の
氣
風
を
有
し
て
い
た
と
い
う
。
彼
の
交
遊
關
係

に

は
、
親
族
の
王
永
春
（
王
徴
の
孫
）
・
王
承
烈
（
王
徴
の
曾
孫
）
を
始
め
と
し
て
、
朱
舞
尊
（
一
六
二
九
－
一
七
o
九
）
・
張
悔
・
王
弘
撰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

等
が
い

る
。
著
作
と
し
て
は
『
繍
月
詩
集
』
、
『
臨
清
棲
文
集
』
が
あ
る
が
、
未
傳
。
『
文
存
』
『
詩
存
』
に
も
牧
あ
ら
れ
て
い
な
い
。
『
東
明

縣
誌
』
巻
八
に
張
鼎
梅
が
制
作
し
た
「
創
建
魁
棲
碑
記
」
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
前
掲
の
「
墓
誌
銘
」
の
作
者
李
鎧
（
字
は
公
凱
。
號
は
怪
庵
・
艮
齋
。
江
蘇
准
安
の
人
o
順
s
g
十
八
　
〈
1
六
六
一
〉
年
の
進
士
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

は

張
鼎
梅
の
師
で
あ
り
、
張
鼎
梅
の
要
請
で
「
墓
誌
銘
」
を
記
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
鼎
梅
の
妻
は
文
學
常
日
所
の
女
で
あ
る
。

　
◎
張
鼎
望

（
一
六
六
1
“
’
－
　
1
七
l
四
以
降
没
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
張
鼎
望
、
字
は
荊
観
、
號
は
冷
公
、
ま
た
清
濱
。
鼎
梅
の
弟
。
國
子
監
生
。
葛
最
『
浬
陽
縣
志
』
に
詩
・
文
が
数
篇
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

ま
た
、
作
品
と
し
て
『
魯
橋
人
物
志
』
『
臨
清
棲
詩
集
』
が
あ
る
が
、
未
傳
。
彼
の
作
品
と
し
て
、
『
文
存
』
に
二
作
品
、
『
詩
存
』
に
十
四

題
が
牧
め
ら
れ
て
い
る
が
、
『
文
存
』
の
「
祭
五
兄
文
」
（
正
編
巻
九
）
、
『
詩
存
』
正
編
巻
二
の
「
懐
五
兄
」
「
慰
兄
郷
薦
不
隻
」
「
慰
五
兄
」

F家
五
兄
哺
翁
横
吹
歌
」
「
喜
兄
贋
郷
薦
」
「
秋
夜
働
思
先
五
兄
」
等
兄
鼎
梅
に
封
す
る
作
品
が
大
孚
を
占
め
て
い
る
。
如
何
に
兄
を
慕
っ
て

い

た

か
、
そ
の
様
子
の
一
端
が
窺
え
る
。
張
潮
に
寄
せ
た
書
簡
に
よ
る
と
、
彼
は
若
い
頃
病
を
登
し
、
畢
子
の
業
を
断
念
し
た
と
い
う
。
更
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へ
れ
　

に

李
因
篤

（
一
六
l
i
l
　
1
　
－
？
。
字
は
子
徳
。
陳
西
富
卒
の
人
）
と
交
遊
が
あ
り
、
一
時
彼
に
教
え
を
受
け
た
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
彼
の

妻

は
元
湖
南
辰
州
府
同
知
王
廷
棟
の
女
で
あ
る
。

　

な
お
、
試
み
に
文
末
に
参
考
1
「
淫
陽
管
村
里
張
氏
關
連
略
圓
」
（
推
定
）
を
附
し
た
の
で
、
こ
ち
ら
も
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
　
　

　
　
2
．
雨
者
の
書
簡
①
ー
概
要
ー

　
管
見
の

限

り
、
張
潮
と
實
際
に
封
面
を
果
た
し
た
の
は
、
兄
の
鼎
梅
だ
け
で
あ
る
。
後
述
の
通
り
弟
鼎
望
が
寄
せ
た
書
簡
に
「
戊
寅
（
康

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

g
m
｛
1
1
1
十
七
　
〈
1
六
九
八
〉
年
）
の
秋
に
、
仲
氏
（
二
兄
。
鼎
梅
）
が
南
か
ら
戻
り
、
…
」
（
『
友
聲
』
鰯
）
云
々
と
あ
り
、
こ
の
時
張
潮
と
も

會
見

し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
鼎
梅
自
身
が
後
に
「
別
來
五
易
干
支
…
（
一
別
以
來
五
年
が
過
ぎ
…
）
」
（
『
友
聲
』
捌
・

1
七
O
三
年
頃
）
と
述
べ
て
お
り
、
一
度
き
り
の
封
面
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
一
方
の
張
鼎
望
は
病
氣
が
ち
で
、
張
潮
の
い
る
揚
州
に

赴

く
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
張
兄
弟
と
張
潮
の
交
遊
の
大
部
分
は
書
簡
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
と
言
っ
て
聞
違
い
な
い
で
あ

ろ
う
。

　
張
潮
と
張
兄
弟
と
の
聞
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
書
簡
は
の
べ
十
九
通
に
も
な
る
。
以
下
の
ア
・
イ
の
表
の
通
り
、
張
兄
弟
の
う
ち
張
鼎
梅
5

通

（『
友
聲
』
2
／
『
偶
存
』
3
）
、
張
鼎
望
1
4
通
（
『
友
聲
』
5
／
『
偶
存
』
9
）
で
あ
り
、
張
鼎
望
と
取
り
交
わ
し
た
書
簡
の
方
が
か
な

り
多
い
し
、
ま
た
分
量
と
し
て
も
張
鼎
望
の
書
簡
が
塵
倒
的
に
多
い
。
ま
た
、
『
友
聲
』
珊
（
張
鼎
梅
）
と
『
友
聲
」
珊
（
張
鼎
望
）
、
『
友

聲
』
鰍
（
張
鼎
梅
）
と
『
友
聲
』
鵬
（
張
鼎
望
）
、
『
偶
存
』
謝
（
張
鼎
梅
）
と
『
偶
存
』
盟
（
張
鼎
望
）
の
書
簡
は
鼎
梅
、
鼎
望
の
順
番
で

連
績
し
て
牧
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
緒
に
贈
ら
れ
或
い
は
受
領
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
書
簡
の
内
容
か
ら
張
潮
と
張
鼎
望
の
聞

で
仲
介
役

を
勤
め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
も
推
定
さ
れ
る
。
更
に
『
友
聲
』
で
は
咀
、
『
偶
存
』
で
は
蜥
の
書
簡
以
降
張
鼎
梅
に
關
す

（62）



る
書
簡
は
存
在
し
な
い
。
こ
れ
は
、
前
述
の
通
り
張
鼎
梅
が
一
七
〇
五
年
以
降
、
山
東
東
明
知
縣
と
し
て
赴
任
し
た
事
が
關
係
し
て
い
る
の

か

も
し
れ
な
い
。
以
下
、
各
書
簡
の
概
要
に
つ
い
て
、
ア
・
イ
に
一
臨
見
表
に
纏
め
た
。

ア
．
各
書
簡
の
概
要
（
『
友
聲
』
）

M
所
在
巻

差
出
人

字
敷

年
代

贈

受

呈

編

制

出

情

傳

他

細

新
集
巻
三

張
鼎
梅

∩

乙
り
乙
頁
U

一
七
〇
一
・
二

○

○

○

渦

新
集
巻
三

張
鼎
望

4
∩
乙
7
〈
2
0
6
8
＞

〃

○

○

○

○

○

○

○

○

○

㎜

新
集
巻
三

張
鼎
望

C
U
只
U
7

〃

○

○

○

紐

新
集
巻
四

張
鼎
梅

う
0
1
⊥
8

一
七
〇
三

○

○

脱

新
集
巷
四

張
鼎
望

4
4
9
一
七
〇
三

○

○

○

○

○

鰯

新
集
巻
五

張
鼎
望

4
2
0
0
一
七
〇
五

○

○

○

○

○

○

㎜

新
集
巻
五

張
鼎
望

ρ
（
U
－
⊥
∩
O

〃

○

○

○

○

○

○

㎜
新
集
巻
五

張
鼎
望

4
0
∩
O

〃

○

○

○

○

○

※
『
友
聲
』
に
は
個
々
の
書
名
が
無
く
、
便
宜
的
に
「
與
張
山
來
」
と
し
て
い
る
。
　
※
字
敷
〈
　
〉
内
は
割
注
の
字
敷
。

※

年
代
は
あ
く
ま
で
『
友
聲
』
『
偶
存
』
の
配
列
順
や
書
簡
の
内
容
か
ら
推
測
し
た
一
つ
の
目
安
で
あ
り
、
確
定
で
は
な
い
。

　
下
同
じ
。

以

（63）



※
「
贈
」
以
下
は
書
簡
に
次
の
よ
う
な
内
容
が
含
ま
れ
る
か
否
か
を
示
す
。
贈
ー
作
品
の
贈
呈
、
受
ー
作
品
の
受
領
、
呈
－
作
品

贈
呈
の

依
頼
、
編
ー
編
集
上
の
記
述
、
制
ー
作
品
制
作
の
依
頼
、
出
ー
出
版
の
依
頼
、
情
－
學
術
的
・
趣
味
的
な
情
報
の
交
換
．

問
答
、
傳
ー
書
簡
の
傳
達
全
般
他
ー
そ
の
他

イ
．
各
書
簡
の
概
要
（
『
偶
存
』
）

M
書
名

巻
敷

宛
て
先

字
敷

年
代

贈

受

呈

編

制

出

情

傳

他

蹴

「寄
家
繍
月
進
士
」

巻
七

張
鼎
梅

1
2
9
U＝
ハ
九
九

○

○

盟

「復
家
哺
月
進
士
」

巻
八

張
鼎
梅

1
0
8一
七
〇
〇

○

○

○

盟

「
答
家
清
濱
」

巻
八

張
鼎
望

－
上
4
0
り
0

〃

○

○

○

○

脚

「寄
家
哺
月
進
士
」

㊨
八

張
鼎
梅

－
⊥
2
0

〃

○

○

蹴

「寄
家
清
濱
」

巻
九

張
鼎
望

9
d
寸
⊥
4
〈
6
1
6
＞

一
七
〇
一

○

○

○

皿

「寄
張
清
濱
」

巻
九

張
鼎
望

り
0
∩
0
4

〃

○

○

○

○

○

細

「寄
家
清
濱
」

巻
十

張
鼎
望

2
8
1一
七
〇三

○

○

○

鵬

「復
張
清
濱
」

巻
十

張
鼎
望

2
n
U
ρ
n
U
〈
9
2
8
＞

〃

○

○

○

○

姫

「
復
張
清
濱
」

巻
十

張
鼎
望

口
U
口
U
に
」

｝
七
〇
五

○

○

○

（64）



437 431 427

「
與
張
清
濱
」

曇
張
清
運

∂
張
清
運

巷
十
一

巻

±
巻
十

張
鼎
望

張
鼎
望

張
鼎
望

リ
ム
ロ
U
9

－
⊥
に
d
C
U

4
3
6

ノノ

一
・ 七

五〇
四

一
・七
三〇二

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○

○

○

　
書
簡
の
内
容
と
し
て
塵
倒
的
に
多
い
の
は
作
品
の
贈
呈
と
受
領
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
。
書
簡
中
に
は
後
掲
の
参
考
2
一
覧
表
の
よ
う
に
、

彩

し
い
数
の
作
品
が
登
場
し
て
い
る
。
中
で
も
自
身
や
親
族
の
作
品
が
多
い
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、
知
人
を
介
し
て
他
者
の
作
品
の
授
受
や

捜
索
の
依
頼
に
關
す
る
記
述
、
或
い
は
音
韻
や
般
牌
等
に
關
す
る
知
識
の
交
換
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㏄

　

な
お
、
書
簡
中
に
は
贈
呈
或
い
は
受
領
し
た
月
日
や
季
節
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
も
ま
ま
見
ら
れ
る
が
、
年
に
つ
い
て
は
明
記
さ
れ
て
お

ら
ず
、
判
然
と
し
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
　
ウ
．
書
簡
の
傳
達
者
に
つ
い
て

　
書
簡
中
に
は
、
書
簡
の
傳
達
者
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
場
合
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
張
潮
と
張
兄
弟
の
書
簡
傳
達
に
は
、
書
簡
に
よ
っ

て
呼
稻
が
異

な
る
が
、
少
な
く
と
も
以
下
a
～
d
、
4
名
の
人
物
が
關
與
し
て
い
る
（
以
下
〈
〉
内
は
そ
れ
ぞ
れ
の
書
簡
で
の
呼
稻
）
。

彼

ら
は
、
片
道
或
い
は
往
復
の
傳
達
を
行
っ
て
い
た
。

　
　
a
．
員
虞
翁
（
友
棚
〈
員
舎
親
〉
／
偶
脱
〈
員
虞
翁
〉
、
訊
〈
員
令
親
〉
）

　
令
親
は
相
手
の
親
類
の
稻
、
舎
親
は
自
身
の
親
類
の
稻
で
あ
る
か
ら
、
張
兄
弟
側
の
親
類
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

張
兄
弟
の
兄
で
あ
る
張
定
和
の
後
妻
員
氏
の
關
係
者
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
b
．
申
六
老
（
友
渦
〈
申
六
舎
親
〉
、
脚
・
測
・
鰯
〈
申
舎
親
〉
、
蹴
〈
申
六
老
〉
／
偶
姐
〈
申
令
親
〉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
申
六
老
と
は
恐
ら
く
張
重
齢
の
後
妻
申
安
人
の
親
族
ま
た
は
姉
妹
の
夫
申
培
揖
（
申
喚
の
子
）
本
人
或
い
は
親
族
の
こ
と
か
。
『
友
聲
』

蹴
に

「
し
か
し
先
の
一
通
は
結
局
ま
だ
届
い
て
お
り
ま
せ
ん
。
何
故
届
か
な
か
っ
た
の
か
、
原
因
を
お
調
べ
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
い
ま
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

六
舎
親
が
揚
州
に
赴
き
ま
す
の
で
、
ご
機
嫌
を
お
伺
い
し
…
」
云
々
と
あ
り
、
ま
た
『
友
聲
』
鵬
に
も
「
昨
年
夏
五
月
に
申
舎
親
が
戻
り
お

　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

手
紙
を
頂
戴
し
…
」
と
あ
り
、
往
復
の
書
簡
傳
達
を
行
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　

c
．
申
接
老
（
偶
謝
〈
申
舎
親
〉
、
偶
鋤
〈
倣
連
襟
申
接
老
〉
）

　
b
の
申
六
老
と
は
別
人
で
あ
り
、
張
潮
の
親
族
と
思
わ
れ
る
。
『
偶
存
』
皿
に
「
申
舎
親
と
會
い
、
老
長
兄
先
生
（
張
鼎
梅
）
が
ご
健
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

で
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
の
こ
と
を
知
り
…
」
と
あ
る
。
な
お
、
「
連
襟
」
と
は
姉
妹
の
夫
を
さ
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㏄

　
　
d
．
陳
西
泥
（
友
皿
・
鯉
く
陳
西
老
〉
／
偶
訊
・
訊
〈
陳
西
媚
〉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

　
『
偶
存
』
部
に
「
西
老
爲
貴
省
華
中
丞
令
親
」
と
あ
り
、
陳
西
の
人
物
で
、
華
中
丞
の
親
族
で
あ
る
こ
と
は
分
か
る
が
、
そ
れ
以
上
の
こ

と
は
不
明
。
張
潮
の
知
人
か
。
後
述
の
通
り
彼
の
傳
達
す
る
書
簡
は
し
ば
し
ば
遅
延
す
る
こ
と
が
あ
り
、
あ
ま
り
信
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

　
以
上
、
書
簡
の
傳
達
に
つ
い
て
試
み
に
圓
式
化
す
る
と
以
下
の
通
り
に
な
る
（
圖
中
「
↑
」
「
↓
」
は
、
ど
ち
ら
側
に
傳
達
を
行
っ
た
の

か
を
表
す
）
。



張　　蕩潮　　州　　　　口

（張
潮
側
）

陳
潴
西

申　　申
接　　　六
老　　　老

員
虞
翁

震
兄
弟
側

　
　
エ
．
書
簡
の
遅
延
と
不
達
に
つ
い
て

　
書
簡
中
に
は
、
傳
達
者
に
よ
っ
て
傳
達
物
の
遅
延
や
損
壊
が
褒
生
し
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
例
え
ば
、

　
　
…
。
〈
お
贈
り
下
さ
っ
た
〉
諸
書
は
、
第
葉
く
竹
の
葉
V
で
包
ん
で
保
護
し
て
い
て
、
喜
ば
し
い
こ
と
に
雨
水
で
濡
れ
た
所
は
ご
ざ
い

　
　
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
揉
損
〈
折
れ
曲
が
り
？
〉
が
宇
分
以
上
も
あ
り
、
大
き
な
石
で
寝
押
し
を
し
て
、
何
日
か
け
て
も
ま
だ
卒

　
　
ら
に
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
も
し
恭
く
も
ま
た
お
寄
せ
下
さ
る
時
は
、
た
だ
申
舎
親
に
委
託
す
る
の
が
宜
し
い
で
し
ょ
う
。
き
っ
と
彼

　
　
は
巾
箱
〈
手
文
庫
〉
に
入
れ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
心
配
は
ご
無
用
で
す
。
そ
の
上
、
〈
彼
の
〉
住
ま
い
は
我
が
家

　
　
の
近
く
に
あ
り
、
そ
の
日
の
う
ち
に
輔
迭
し
（
届
け
）
て
く
れ
る
の
も
便
利
で
す
。
逮
（
張
鼎
望
『
友
聲
』
㎜
）

　
と
あ
り
、
こ
の
記
述
か
ら
張
鼎
望
は
親
族
の
申
某
（
申
六
老
）
の
傳
達
能
力
に
封
す
る
信
頼
ぶ
り
が
窺
え
る
。
ま
た
、
彼
の
住
ま
い
が
近

所
で

あ
っ
た
こ
と
も
分
か
る
。
な
お
、
張
鼎
望
は
一
説
に
よ
る
と
、
故
郷
の
管
村
里
で
は
な
く
そ
の
近
隣
に
あ
る
魯
橋
（
三
原
縣
の
西
の
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

れ
）
に
住
ん
で
い
た
と
も
さ
れ
る
。
ま
た
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
も
あ
る
。
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夏
の
日
、
お
手
紙
に
接
し
、
F
昨
年
の
秋
に
ご
著
書
を
贈
っ
て
頂
い
た
」
と
あ
り
ま
し
た
。
私
が
考
え
ま
す
に
、
そ
れ
は
昨
年
の
夏
に

　
　
寄
せ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
「
私
〈
張
鼎
望
〉
の
〈
差
し
出
し
た
〉
次
の
手
紙
は
既
に
拝
受
し
ま
し
た
。
目
下
氣
麓
を
抱
い
て
い
る
た

　
　
め
、
返
答
す
る
に
は
及
ん
で
お
り
ま
せ
ん
」
と
も
あ
り
ま
す
。
つ
い
先
日
十
月
十
三
日
に
、
ま
た
長
文
の
手
紙
拉
び
に
書
籍
一
束
に
接

　
　
し
、
そ
の
中
で
仰
る
内
容
は
大
抵
は
前
札
を
補
足
し
た
も
の
で
す
が
、
ま
だ
こ
と
ば
が
蓋
く
さ
れ
て
お
ら
ず
、
私
の
贈
っ
た
（
は
ず
の
）

　
　
手
紙
に
つ
い
て
は
、
一
言
も
書
か
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
初
め
て
こ
れ
を
見
た
時
に
は
、
　
然
と
し
て
詳
細
を
讃
み
返
し
て
み
て
、

　
　
や

っ

と
長
文
の
手
紙
が
短
い
手
紙
の
前
に
あ
り
、
こ
の
短
い
手
紙
が
届
い
た
日
、
こ
の
長
文
の
手
紙
は
ま
だ
遅
れ
て
届
い
て
お
ら
ず
、

　
　
年

を
越
し
て
か
ら
到
達
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
〈
そ
れ
は
〉
陳
西
老
が
一
定
の
場
所
に
留
ま
ら
な
い
た
め
で
し
ょ
う
。
迭
り
届

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
　

　
　
け
た
者
が
も
し
申
舎
親
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
き
っ
と
こ
の
よ
う
な
問
題
は
な
か
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
（
張
鼎
望
『
友
聲
』
蹴
）

　
以
上
の

記
述
か

ら
分
か
る
の
は
、
張
潮
が
寄
せ
た
①
「
長
札
」
と
②
「
短
札
」
が
、
②
↓
①
の
順
番
で
届
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ

の

原
因
は
書
簡
の
傳
達
者
で
あ
っ
た
員
虞
翁
及
び
陳
西
泥
が
何
ら
か
の
理
由
で
遅
れ
て
届
け
た
た
め
で
あ
っ
た
、
と
推
測
さ
れ
る
。

　
こ
れ
に
關
連
し
て
、
『
偶
存
』
阻
で
は
「
（
昨
年
）
冬
の
お
手
紙
が
今
年
の
二
月
二
十
日
に
届
き
ま
し
た
。
大
愛
な
こ
と
だ
な
あ
、
手
紙
を

寄
せ

る
難
し
さ
は
。
つ
ぶ
さ
に
お
手
紙
を
請
む
と
、
私
が
寄
せ
た
二
通
の
手
紙
が
先
後
順
番
が
聞
違
っ
て
届
い
て
し
ま
た
っ
た
事
を
知
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

し
た
。
こ
れ
は
員
令
親
が
牟
年
遅
滞
し
、
ま
た
陳
西
老
に
託
し
て
迭
り
届
け
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
云
々

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
『
友
聲
』
㎜
に
も
「
初
夏
に
書
籍
に
手
紙
を
添
え
て
お
贈
り
ま
し
た
が
、
秋
分
に
な
っ
て
も
ま
だ
お
返
事
が
戻
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

て
來

ま
せ
ん
。
お
手
紙
が
届
い
て
い
る
の
か
否
か
心
配
で
す
。
つ
い
で
お
手
紙
と
新
作
四
種
に
接
し
ま
し
た
が
、
昨
年
の
も
の
で
、
か
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

遅
延
が
嚢
生
し
て
い
る
と
分
か
り
ま
し
た
」
と
あ
る
。
他
に
も
寄
せ
た
書
簡
（
『
偶
存
』
細
）
が
届
か
な
い
こ
と
を
知
っ
た
り
（
『
偶
存
』

姐

F不
識
何
以
筒
未
達
雲
亭
也
」
）
と
、
何
度
も
書
簡
の
不
達
に
關
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
れ
以
外
の
書
簡
に
も
類
似
の
文
章
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
両
者
の
書
簡
、
と
り
わ
け
張
潮
が
張
兄
弟
に
寄
せ
た
書
簡
に
度
々

（68）



遅
延
や

不
達
、
或
い
は
寄
せ
た
順
番
に
届
か
な
い
等
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
現
存
し
て
い
る
書
簡
の

時
系
列
に

は
不
順
が
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
の
原
因
は
傳
達
の
不
確
實
性
と
い
う
當
時
の
書
簡
傳
達
の
重
大

な
問
題
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

3
．

雨
者
の
書
簡
②
ー
長
文
の
書
簡
を
中
心
に
ー

　
前
掲
の
表
の
よ
う
に
、
張
潮
と
張
兄
弟
と
の
聞
で
交
わ
さ
れ
た
書
簡
に
は
、
長
文
の
も
の
が
複
敷
存
在
す
る
。
そ
の
内
容
の
大
宇
を
占
め

て
い

る
の
は
、
作
品
の
授
受
や
作
品
編
集
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
。
紙
敷
の
都
合
も
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
全
て
を
見
る
こ
と
は
出
來
な

い

が
、
中
で
も
特
徴
的
な
書
簡
を
い
く
つ
か
畢
げ
て
以
下
簡
軍
に
内
容
を
見
て
み
た
い
。

（69）

　
　

a
．
『
友
聲
』
鵬
・
張
鼎
望
の
書
簡

　
こ
の
書
簡
は
、
最
も
字
敷
の
多
い
書
簡
で
あ
る
。
こ
の
一
つ
前
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
張
鼎
梅
の
書
簡
（
『
友
聲
』
渦
）
に
よ
る
と
、
張
鼎

梅

は
嘗
て
張
潮
の
諸
作
品
を
（
直
接
？
）
拝
領
し
、
張
潮
に
敬
愛
の
念
を
抱
い
て
い
た
。
郷
里
に
戻
っ
た
後
も
、
親
族
の
申
某
を
通
じ
て
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
　

簡
の

や

り
と
り
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
弟
の
鼎
望
も
張
潮
に
私
淑
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
書
簡
は
次
の
張
鼎

望
の

書
簡
と
同
時
に
寄
せ
ら
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
弟
鼎
望
と
張
潮
と
を
仲
介
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
次
札
張
鼎
望
の
書
簡
の

内
容
を
見
て
み
よ
う
。

　
戊
寅
（
y
m
e
c
｛
1
1
1
十
七
　
〈
1
六
九
八
〉
年
）
の
秋
に
、
仲
氏
（
二
兄
。
鼎
梅
）
が
南
か
ら
戻
り
、
廣
陵
（
揚
州
）
に
山
來
先
生
と
い
う
當
世

の

偉
人
が
い
る
と
聞
い
た
。
關
中
は
度
重
な
る
兵
火
で
文
厳
が
歓
損
し
、
常
々
残
念
に
思
っ
て
い
た
。
ま
た
、
當
世
は
八
股
分
ば
か
り
が
重



ん
ぜ

ら
れ
て
、
古
文
が
輕
覗
さ
れ
て
い
た
。
本
來
で
あ
れ
ば
張
潮
に
直
接
教
え
を
請
い
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
病
氣
が
ち
で
、
母
親
が
家

に

い

る
都
合
上
、
揚
州
を
訪
ね
る
事
も
ま
ま
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
唐
の
李
白
と
任
華
の
よ
う
に
、
文
章
の
交
流
を
希
望
す
る
。
張
鼎
望
は
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

字
で
以
下
の
よ
う
に
要
望
し
た
。
（
小
塚
注
ー
以
下
、
隻
行
で
箇
條
書
き
。
便
宜
的
に
○
敷
字
で
通
し
番
號
を
振
っ
た
）
。

　
　
①
張
潮
の
父
習
孔
の
『
諮
清
堂
集
』
（
十
七
巻
）
の
拝
領
、
更
に
『
檀
弓
問
』
『
雲
谷
臥
鹸
』
を
希
望
す
る
。

　
　
②
張
潮
の
諸
作
品
の
拝
領
。
た
だ
『
柳
復
集
』
『
花
影
詞
』
『
下
酒
物
』
『
逸
民
四
史
』
『
李
杜
牌
』
『
博
古
牌
』
『
奔
乗
』
『
禽
史
』
『
輝
世

　
　
　
説
』
『
仙
世
説
』
『
二
十
四
孝
賛
』
『
張
籍
全
集
』
（
張
籍
、
字
は
文
昌
。
中
唐
の
詩
人
）
の
十
二
種
は
未
見
、
贈
呈
を
希
望
。
但
し

　
　
　
『
張
籍
全
集
』
は
（
張
潮
の
）
著
作
で
は
な
い
の
で
、
紙
代
は
補
填
す
る
。

　
　
③
『
四
書
尊
註
解
』
（
張
庸
徳
『
張
九
達
四
書
尊
註
會
意
解
」
三
十
六
巻
の
こ
と
か
。
語
清
堂
〈
張
潮
の
版
元
〉
刊
本
）
の
拝
領
。

　
　
④
家
兄

（張
鼎
梅
）
二
律
詩
の
詩
句
の
推
敲
に
つ
い
て
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

E］

J

　
　
⑤
拝
領
の
作
品
に
散
葉
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
。
補
完
を
要
請
、
紙
代
は
補
填
す
る
。

　
　
⑥
『
壇
几
叢
書
』
『
虞
初
新
志
』
の
未
入
手
分
の
希
望
。
紙
代
は
補
填
す
る
。

　
　
⑦
弄
領
し
た
『
友
聲
』
が
壬
集
の
第
二
十
六
葉
の
繹
廣
蓮
の
書
簡
（
『
友
聲
』
梛
）
ま
で
し
か
な
い
。
ま
た
『
偶
存
』
も
五
㊨
第
十
三

　
　
　
葉
の
「
與
四
弟
質
生
」
（
『
偶
存
』
珊
）
の
書
簡
で
終
わ
っ
て
い
る
。
散
葉
を
補
完
す
る
こ
と
を
要
請
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
⑧
『
友
聲
』
朱
其
恭
（
朱
愼
、
字
は
其
恭
、
號
は
菊
山
。
漸
江
武
義
の
人
）
の
書
簡
に
つ
い
て
o
詩
（
七
言
古
詩
）
を
書
簡
に
代
え
て

　
　
　
掲
載
し
て
い
る
。
別
に
韻
文
を
集
め
た
集
を
編
纂
す
る
よ
う
希
望
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

　
　
⑨
『
友
聲
』
海
寧
の
沈
岱
謄
（
字
は
嵩
士
）
の
札
に
『
十
三
経
文
繹
』
に
關
す
る
記
述
有
り
。
『
逸
史
大
観
』
編
纂
の
提
案
。

　
　
⑩
『
太
卒
簑
宇
記
』
『
括
地
志
』
『
漢
官
儀
』
『
古
今
注
』
等
の
書
は
み
な
嘗
て
世
に
顯
傳
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
稀
に
見

　
　
　
る
書
籍
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
ら
の
書
物
の
牧
集
・
翻
刻
を
希
望
す
る
。



⑪
韻
書
に
つ
い
て
。
清
初
の
顧
炎
武
、
李
因
篤
の
議
論
に
至
る
ま
で
の
韻
書
の
愛
遷
を
論
ず
。

⑫
音
韻
に
つ
い
て
。
李
文
山
（
李
折
、
字
は
子
化
、
號
は
文
山
・
壼
奄
）
へ
の
返
信
（
『
偶
存
』
5
2
）
を
引
用
し
な
が
ら
、
通
韻
や
合

　
韻
等
に
つ
い
て
論
ず
。

⑬
朱
裏
（
賛
皇
）
の
札
　
（
『
偶
存
』
巻
二
・
皿
「
復
朱
賛
皇
」
）
に
「
集
句
詩
」
（
古
人
の
詩
を
集
め
て
一
詩
を
作
る
も
の
）
の
選
集
に

　
つ
い
て
言
及
が
あ
る
。
「
帳
子
語
」
（
書
き
付
け
や
小
札
等
に
記
す
封
句
の
こ
と
か
？
）
に
も
專
集
は
無
い
。
『
笑
史
』
（
馬
夢
龍
編
）

　
『
（
山
中
）
一
夕
話
』
（
李
費
編
、
笑
笑
先
生
増
訂
と
さ
れ
る
）
等
に
も
名
聯
が
あ
る
。
「
帳
子
語
」
を
集
め
た
選
集
の
編
纂
を
希
望
。

⑭
戯
曲
の
批
評
に
つ
い
て
o
『
西
廟
記
』
『
琵
琶
記
』
は
そ
れ
ぞ
れ
金
聖
嘆
・
毛
給
が
評
を
附
し
て
い
る
が
、
『
拝
月
亭
』
に
は
無
し
。

　
張
潮
に
制
作
す
る
よ
う
希
望
。

⑮
『
竹
枝
詞
」
に
つ
い
て
o
朱
舞
尊
・
尤
桐
・
徐
沙
村
（
不
詳
）
等
の
「
竹
枝
詞
」
有
り
。
張
潮
の
「
竹
枝
詞
」
を
望
む
。
ま
た
、
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

D

　
今
の
「
竹
枝
詞
」
を
集
め
た
選
集
の
編
纂
も
希
望
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

⑯
『
虞
初
新
志
』
の
凡
例
は
他
者
の
規
則
の
弊
害
や
疎
漏
を
除
去
し
て
改
善
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
詩
集
の
編
纂
す
る
場
合
に
は
、
採

　
録
の
基
準
に
つ
い
て
年
代
別
（
四
唐
）
や
場
所
や
人
物
の
貴
賎
で
分
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
希
望
。

⑰
「
寒
家
三
代
志
銘
」
は
ま
だ
纏
め
き
て
お
ら
ず
、
上
梓
出
來
ず
。
代
わ
り
に
先
曾
祀
（
張
鑑
）
の
「
温
記
」
一
通
、
先
祀
（
張
柄
磨
）

　
F
別
傳
」
二
則
を
贈
呈
。

⑱
張
鑑

『
易
占
登
蒙
説
略
』
の
進
呈
。
出
版
希
望
。

⑲
先
祀
（
張
柄
櫓
）
に
『
凱
蓄
養
集
』
二
十
巻
が
あ
っ
た
が
、
大
孚
が
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
取
り
あ
え
ず
「
手
譲
文
」
一
篇
・

　
曲
二
套
・
ま
た
奮
刻
の
『
杜
陵
秋
昧
」
一
冊
を
進
呈
。

⑳
拙
作
の
進
呈
（
賦
八
篇
・
集
杜
三
十
首
・
集
唐
八
首
・
曲
l
套
・
竹
枝
十
首
・
封
語
十
條
）
。



　
⑳
「
（
渥
陽
？
）
八
景
考
」
の
進
呈
。
侶
和
希
望
。

　
⑳
今
後
も
し
書
簡
を
寄
せ
る
際
は
、
ぜ
ひ
と
も
申
舎
親
（
申
六
老
）
或
い
は
員
舎
親
（
員
虞
翁
）
に
託
し
て
ほ
し
い
o
場
合
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

　
　
は
、
足
代
は
私
（
鼎
望
）
が
補
填
す
る
。

以
上
に

つ
い

て
、
内
容
を
簡
軍
に
纏
め
る
と
、
以
下
の
三
鮎
と
な
る
。

　
①
作
品
の
贈
呈
と
受
領

　
　
贈
呈
－
張
庸
徳
『
四
書
尊
註
解
』
、
張
鑑
「
誼
記
」
、
張
柄
溶
「
別
傳
」
、
『
易
占
襲
蒙
説
略
』
、
F
手
譲
文
」
、
『
杜
陵
秋
味
』
、
拙
著

　
　
　
　
　
（
賦
八
篇
・
集
杜
三
十
首
・
集
唐
八
首
・
曲
l
套
・
竹
枝
十
首
・
封
語
十
條
）

　
　
受
領
ー
『
詰
清
堂
集
』
（
十
七
巻
）
『
檀
几
叢
書
』
（
一
集
．
二
集
）
『
虞
初
新
志
』
（
巻
八
ま
で
）
『
友
聲
』
（
壬
集
途
中
ま
で
）
『
偶
存
』
　
幻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

b

　
　
　
　
　
（
巻
五
途
中
ま
で
）

　
②
作
品
の
寄
贈
希
望
、
作
品
制
作
の
提
案
、
出
版
の
希
望

　
　
寄
贈
希
望
ー
『
檀
弓
問
』
『
雲
谷
臥
饒
」
『
柳
復
集
』
『
花
影
詞
』
『
下
酒
物
』
『
逸
民
四
史
』
『
李
杜
牌
』
『
博
古
牌
』
『
奔
乗
』
『
禽
史
』

　
　
　
　
　
　
　
『
輝
世
読
』
『
仙
世
説
』
『
二
十
四
孝
賛
』
『
張
籍
全
集
』
『
檀
几
叢
書
』
（
饒
集
）
『
虞
初
新
志
』
（
巻
九
以
降
）
『
友
聲
』

　
　
　
　
　
　
　
（
歓
損
分
）
『
偶
存
』
（
歓
損
分
）

　
　
制
作
提
案
ー
『
逸
史
大
観
』
「
帖
子
語
選
集
」
『
竹
枝
詞
選
」

　
　
出
版
希
望
1
『
太
卒
簑
宇
記
』
『
括
地
志
』
『
漢
官
儀
』
『
古
今
注
』

　
③
學
術
情
報
の
交
換

　
　
韻
書
と
音
韻
に
つ
い
て



　
以
上
の

よ
う
に
、
書
籍
や
作
品
に
關
す
る
内
容
が
大
宇
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
書
簡
は
張
潮
に
返
信
を
求
め
る
内
容
と
も
な
っ
て

お

り
、
そ
れ
に
封
雁
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
張
潮
の
書
簡
が
、
以
下
b
の
書
簡
で
あ
る
。

　
　
b
．
『
偶
存
』
盟
「
答
家
滑
濱
」
・
張
鼎
望
へ
の
書
簡

　
昨
年
の
冬
、
老
宗
曇
先
生
（
張
鼎
望
）
の
書
簡
お
よ
び
著
作
が
届
い
た
。
一
方
、
作
品
の
贈
呈
に
つ
い
て
は
、
病
が
ち
で
多
忙
の
た
め
、

印
刷
に
遅
れ
が
生
じ
て
て
い
る
。
以
下
箇
條
書
き
で
張
鼎
望
の
要
望
・
質
問
に
回
答
し
て
い
る
（
小
塚
注
ー
○
敷
字
の
通
し
番
號
は
前
掲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
友
聲
』
鰯
の
割
り
注
の
番
號
と
封
雁
）
。

（1
）

（
2
）

（3
）

（4
）

（5
）

①
先
君
（
張
習
孔
）
の
各
種
著
書
を
追
加
し
て
呈
上
。
確
認
次
第
返
信
を
求
む
。

②
張
潮
自
身
の
作
品
の
追
加
呈
上
。
『
柳
復
集
』
は
若
い
頃
の
作
品
で
あ
り
、
在
庫
が
無
い
0
F
下
酒
物
」
は
『
昭
代
叢
書
』

（小
塚
注
i
現
存
の
叢
書
に
見
當
た
ら
な
い
）
牧
録
の
も
の
、
加
え
て
『
三
字
経
閨
訓
』
（
女
性
に
教
え
る
た
め
の
『
三
字
纏
』

か
。
不
詳
）
も
呈
上
。
『
禽
史
』
『
輝
世
説
』
『
仙
世
説
』
は
ま
だ
書
に
な
っ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
『
李
杜
牌
』
は
す
で
に
翻
刻

濟
み
。
『
博
古
牌
」
は
原
稿
を
呈
上
、
指
正
を
依
頼
す
る
。
「
張
文
昌
集
」
は
襲
孚
千
（
襲
賢
。
“
’
－
　
1
六
八
九
）
が
ど
こ
に
い

る
か
わ
か
ら
ず
、
捜
し
よ
う
が
な
い
（
小
塚
注
ー
こ
の
書
簡
が
寄
せ
ら
れ
た
時
に
は
、
襲
賢
は
既
に
死
去
し
て
い
る
）
。

③
該
當
文
章
な
し

④
張
鼎
梅
家
兄
の

詩
に

つ
い

て
、
句
の
推
敲
。

⑤
か
⑥
？
　
お
命
じ
の
通
り
装
丁
す
る
。

⑦
『
友
聲
』
全
編
（
こ
の
時
黙
で
八
巻
分
）
を
進
呈
。
以
後
績
刊
o
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（6
）

（7
）

　　　　　

15　14
vv　　　　Y＿／

　13
vy

　12
v／

　　　　　

11　10
v　　　v

　　　　　

9　8
x．y　　　v

⑧
朱
愼
の
書
簡
は
、
詩
を
書
簡
の
代
わ
り
に
し
て
い
る
遊
戯
の
作
品
に
過
ぎ
な
い
。
詩
に
關
し
て
は
、
原
稿
が
集
ま
れ
ば
、
別

に

刊
刻
す
る
豫
定
．

⑨

『
十
三
経
文
繹
』
に
つ
い
て
は
、
實
際
に
目
を
通
し
て
い
る
。
『
呉
越
春
秋
』
『
東
観
漢
記
』
『
英
雄
記
』
『
十
六
國
春
秋
』

『
奮
唐
書
」
等
は
皆
す
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
こ
れ
を
一
纏
め
に
し
て
も
、
世
の
支
持
は
得
ら
れ
な
い

で
あ
ろ
う
。

⑩

『
太
卒
簑
宇
記
』
『
括
地
志
』
『
古
今
注
』
は
み
な
『
漢
魏
叢
書
』
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。

⑪
韻
學
に
つ
い
て
。
コ
定
不
移
の
理
」
が
あ
る
。
顧
寧
人
（
炎
武
）
と
李
子
徳
（
因
篤
）
の
論
に
は
源
流
が
あ
る
。
李
東
陽

を
悪
く
言
う
の
は
誤
り
で
あ
る
。
顧
天
石
（
顧
彩
）
の
書
簡
に
あ
る
「
近
得
古
本
」
と
は
、
『
廣
韻
』
の
こ
と
、
等
々
。

⑫
韻
に
つ
い
て
。
韻
の
合
用
・
通
用
な
ど
に
つ
い
て
歴
史
的
な
愛
遷
を
述
べ
る
。

⑬

F帖
子
語
」
及
び
「
掛
枝
見
」
「
打
棄
竿
」
（
民
聞
歌
曲
）
、
「
壁
破
玉
」
「
倒
搬
漿
」
「
啄
呪
噺
」
（
明
朝
で
流
行
し
た
歌
曲
）

諸
調
に

つ
い

て
。
酒
令
・
雅
謎
（
詩
謎
）
に
つ
い
て
。

⑭

『
拝
月
亭
記
』
等
の
批
評
は
金
聖
嘆
に
し
か
出
來
ず
、
毛
輪
も
張
竹
披
も
や
や
劣
り
、
私
に
は
能
力
的
に
不
可
能
で
あ
る
。

あ
な
た
こ
そ
金
聖
嘆
と
並
ぶ
人
物
で
あ
り
、
批
評
を
加
え
た
ら
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

⑮

『
竹
枝
詞
選
』
は
以
前
よ
り
構
想
は
あ
る
が
、
そ
の
作
品
牧
集
は
容
易
で
は
な
く
、
中
途
孚
端
な
も
の
を
作
っ
て
は
、
識
者

の

議

り
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
輕
々
に
は
出
來
な
い
。

⑯
詩
を
選
ぶ
場
合
、
常
に
四
唐
で
分
け
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
し
私
は
詩
の
編
纂
は
あ
え
て
行
わ
な
い
。

⑰
令
先
租
老
先
生
（
張
鑑
）
の
「
誼
記
」
、
令
先
祀
老
先
生
（
張
柄
落
）
の
「
別
傳
」
の
受
領
。
先
學
張
憲
生
（
不
詳
。
張
潮

の

親
族
か
）
の
「
行
状
」
を
呈
上
す
る
。
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（1
）

（1
7
）

（1
8
）

⑱
⑲

『
易
占
嚢
蒙
（
説
略
）
』
　
F
手
譲
文
」
『
杜
陵
秋
昧
』
の
受
領
。

⑳
大
著
種
種
は
す
べ
て
良
い
。
ご
威
光
を
お
借
り
し
た
い
。

⑳
貴
郷
の
「
八
景
考
」
は
友
人
が
呉
門
（
蘇
州
）
に
持
っ
て
行
っ
て
し
ま
い
、

⑳
該
當
文
章
な
し

消
息
不
明
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

ご
指
示
を
待
つ
。

　
以
上
の

通

り
、
ほ
ぼ
張
鼎
望
が
先
の
『
友
聲
』
鵬
の
書
簡
で
記
し
た
通
り
の
順
番
で
回
答
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
が
、
果
た
し
て

聞
違
い
な
く
そ
れ
を
受
け
て
寄
せ
た
も
の
な
の
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
幾
度
も
書
簡
の
遅
延
や
不
達
が
登
生
し
て
お
り
、

何
通
も
出
し
た
中
の
一
通
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　

c
．
以
降
の
展
開

　
以
上
の

項
目
の
う
ち
、
こ
れ
以
降
も
別
の
書
簡
で
話
が
纏
績
す
る
話
題
が
あ
る
。
以
下
、
そ
の
填
末
を
簡
軍
に
記
し
て
お
こ
う
（
○
藪
字

は
前
掲
『
友
聲
』
鵬
の
通
し
番
號
と
封
鷹
）
。

　
①

『
諮
清
堂
集
』
を
受
領
し
て
、
中
身
に
目
を
通
し
た
張
鼎
望
は
、
（
張
習
孔
の
）
「
本
傳
」
と
r
墓
誌
銘
」
を
附
し
て
は
ど
う
か
と
提
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ニ

し
た
（
『
友
聲
』
測
）
。
こ
れ
に
封
す
る
張
潮
の
回
答
は
見
ら
れ
な
い
。
な
お
、
現
存
の
『
詣
清
堂
集
』
に
は
ど
ち
ら
も
見
ら
れ
な
い
。

　
②

『
李
杜
牌
』
（
張
鼎
望
補
校
（
『
友
聲
』
脇
）
）
『
博
古
牌
』
（
牌
は
骨
牌
〈
か
る
た
〉
）
は
、
そ
の
遊
び
方
の
ル
－
ル
等
に
つ
い
て
何
度
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

情
報
が
交
換
さ
れ
て
い
る
（
『
友
聲
』
蹴
・
伽
／
『
偶
存
』
姫
）
。
張
潮
は
「
二
十
四
孝
賛
」
は
改
修
本
が
何
虞
に
あ
る
か
記
憶
に
な
い
。
原

本

が
一
冊
残
部
が
あ
っ
た
の
で
贈
呈
す
る
、
と
す
る
（
『
偶
存
』
珊
）
。
張
潮
は
『
偶
存
」
細
に
お
い
て
、
制
作
を
計
書
し
て
い
た
『
逸
民
四

史
』
『
禽
史
』
『
輝
世
説
』
『
仙
世
論
』
『
説
夢
』
『
月
窟
』
『
湯
泉
志
』
『
名
泉
志
』
『
塔
志
』
各
作
品
に
つ
い
て
そ
の
内
容
を
説
明
し
、
最
後
に
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張
鼎
望
に

封
し
て
「
是
非
と
も
こ
れ
（
史
料
）
を
當
局
各
部
署
に
お
求
め
に
な
り
、
各
部
署
に
更
に
知
人
が
い
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
捜
し
求
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

て
下

さ
り
、
ま
た
そ
の
保
存
す
べ
き
か
否
か
を
お
酌
み
に
な
っ
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
一
書
と
し
て
欲
し
い
」
云
々
と
制
作
に
關
す
る
助
力
を

求
め
て
い
る
。
現
在
こ
れ
ら
の
書
は
管
見
の
限
り
遺
さ
れ
て
お
ら
ず
、
恐
ら
く
状
況
か
ら
考
え
て
完
成
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、

『
逸
民
四

史
』
等
の
編
纂
に
つ
い
て
、
張
鼎
望
は
『
友
聲
』
鰯
に
お
い
て
再
び
言
及
し
て
い
る
。
『
張
文
昌
全
集
』
に
つ
い
て
は
、
張
鼎
望
が

再
度
賜
る
よ
う
要
請
を
し
て
お
り
（
『
偶
存
』
鰯
）
、
張
潮
は
板
木
が
行
方
不
明
で
あ
る
と
し
て
い
た
（
『
偶
存
』
鵬
）
が
、
そ
の
後
『
偶
存
』

鵬
で

は
『
張
文
昌
集
』
を
贈
っ
て
い
る
。

　
⑥
以
前
寄
せ
た
『
虞
初
新
志
』
は
十
二
巷
ま
で
。
今
績
け
て
八
巻
が
完
成
し
た
の
で
、
全
二
十
巻
と
し
て
進
呈
す
る
（
『
偶
存
』
棚
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

　
⑨
張
鼎
望
が
指
摘
す
る
よ
う
に
（
『
友
聲
』
0
0
）
、
『
十
六
國
春
秋
』
を
こ
よ
な
く
愛
し
て
い
た
張
楡
曾
（
字
は
庭
碩
。
張
潮
の
兄
の
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

の

F十
六
國
年
表
」
が
『
昭
代
叢
書
」
乙
集
に
牧
め
ら
れ
て
い
る
。

　
⑩
張
潮
が

『
漢
魏
叢
書
』
中
に
牧
め
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
し
た
諸
作
品
に
つ
い
て
、
張
鼎
望
は
『
漢
魏
叢
書
』
を
實
際
に
入
手
し
て
最
初

か

ら
最
後
ま
で
確
認
し
た
が
、
『
太
卒
簑
宇
記
』
『
括
地
志
』
等
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
（
『
友
聲
』
蜘
）
。
張
潮
は
そ
れ
を
承
け
て
「
『
漢

魏
叢
書
』
七
十
六
種
の
う
ち
、
『
（
太
卒
）
簑
宇
記
』
『
括
地
志
』
等
の
書
が
無
い
、
と
の
お
問
い
合
わ
せ
で
す
が
、
私
が
見
た
『
漢
魏
叢
書
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

は
一
種
類
で
は
な
く
、
あ
る
本
に
は
こ
れ
が
あ
っ
て
も
あ
れ
が
無
く
、
別
の
本
に
は
あ
れ
が
あ
っ
て
も
こ
れ
が
無
い
、
と
い
う
具
合
で
す
」

（『
偶
存
』
皿
）
云
々
と
述
べ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
『
（
太
卒
）
裏
宇
記
』
は
北
宋
、
『
括
地
志
』
は
唐
の
書
物
で
あ
り
、
『
漢
魏
叢
書
』
に
載

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

る
べ
き
書
で
は
な
い
。
或
い
は
張
潮
は
別
の
叢
書
（
明
・
陶
宗
義
編
『
説
郭
』
等
）
を
見
て
勘
違
い
し
た
の
で
は
な
い
か
。

　
更
に

張
潮
は
績
け
て
F
思
う
に
古
人
が
ま
だ
線
目
を
編
じ
て
い
な
い
た
め
、
藪
種
の
作
品
が
無
く
な
っ
て
も
調
べ
る
術
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

こ
の
書
籍
を
目
に
し
ま
し
た
ら
、
重
複
し
て
購
入
す
る
こ
と
も
妨
げ
ま
せ
ん
。
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
完
全
に
（
集
め
る

こ
と
）
は
不
可
能
で
し
ょ
う
。
陳
眉
公
（
陳
纏
儒
）
の
『
（
寳
顔
堂
）
秘
笈
』
も
こ
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
私
は
以
前
よ
り
こ
れ
を
戒
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め
に
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
拙
選
の
叢
書
は
、
毎
巻
の
前
と
板
心
に
叢
書
の
線
名
を
刻
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
（
そ
の
下
に
）
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

歎
を
附
け
、
各
種
の
作
品
名
は
そ
の
次
に
附
け
ま
し
た
の
で
、
遺
失
す
る
心
配
は
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
」
と
も
述
べ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
張
潮

の

叢
書
編
纂
に
封
す
る
方
針
の
一
端
が
見
ら
れ
る
が
、
『
漢
魏
叢
書
』
に
關
す
る
話
題
は
こ
れ
以
降
見
ら
れ
な
い
。

　
⑬

『
偶
存
』
招
に
張
鼎
望
が
制
作
し
た
「
秦
腔
論
」
（
現
存
せ
ず
？
「
秦
腔
」
は
陳
西
の
地
方
劇
の
曲
種
）
に
關
す
る
記
述
が
あ
る
。

　
⑲

F手
譲
文
」
の
出
版
に
つ
い
て
。
張
潮
は
「
令
租
老
（
張
柄
擦
）
先
生
の
「
手
譲
文
」
で
す
が
、
こ
れ
に
類
す
る
作
品
の
投
稿
が
非
常

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

多
く
、
『
檀
几
叢
書
』
飴
集
の
選
例
と
も
ま
だ
合
致
し
て
お
り
ま
せ
ん
」
（
『
偶
存
」
鵬
）
云
々
と
述
べ
、
『
檀
几
叢
書
』
の
凡
例
に
合
致
し

な
い
の
で
掲
載
し
な
い
、
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
封
し
て
諦
め
き
れ
な
い
張
鼎
望
は
「
先
祀
（
張
柄
藩
）
の
「
手
譲
文
」
拉
び
に
填
詞
が
投

げ
返
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
手
違
い
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
『
檀
几
（
叢
書
）
飴
集
』
は
、
み
な
細
か
な
小
品
作
品
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

り
、
　
r
手
譲
文
」
は
當
然
採
用
さ
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
先
生
は
ど
う
し
て
一
顧
だ
に
せ
ず
、
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
の
で
し
ょ
う
か
」
云
々

（『
友
聲
」
掘
）
と
述
べ
て
い
る
。
す
る
と
後
に
「
先
の
「
手
譲
文
」
で
す
が
、
先
生
は
ほ
ぼ
印
刷
な
さ
っ
て
、
し
か
も
美
評
を
お
加
え
下
さ

い

ま
し
た
。
あ
な
た
の
立
派
な
お
氣
持
ち
は
死
ん
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
出
版
経
費
は
無
論
補
填
致
し
ま
苑
」
（
『
友
聲
』
㎜
）
と
記
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

お
り
、
叢
書
に
は
牧
録
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
何
ら
か
の
形
で
出
版
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　
そ
の
他
に
も
特
筆
す
べ
き
事
項
が
若
干
見
ら
れ
る
が
、
紙
敷
の
都
合
上
本
論
で
は
こ
こ
ま
で
と
し
た
い
。

（77）

お
わ
り
に

　
以

上
、
張
潮
と
張
兄
弟
と
の
交
遊
關
係
に
つ
い
て
、
書
簡
を
手
が
か
り
に
考
察
し
た
。
揚
州
と
陳
西
と
遠
く
離
れ
て
い
た
両
者
聞
で
は
、

主
に

書
簡
で
の
交
遊
が
行
わ
れ
た
。
書
簡
が
取
り
交
わ
さ
れ
た
の
は
、
資
料
の
上
か
ら
は
一
六
九
八
年
頃
～
一
七
〇
五
年
頃
の
事
で
あ
り
、



こ
れ
は
張
潮
が
様
々
な
叢
書
や
作
品
を
編
纂
し
刊
行
し
た
時
期
と
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
張
兄
弟
及
び
そ
の
親
族
の
作
品
は
叢
書

に

は
採
用
さ
れ
ず
、
別
の
形
で
出
版
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
在
は
全
く
遺
さ
れ
て
い
な
い
。

　
一
方
で
書
簡
の
内
容
と
し
て
大
孚
を
占
め
て
い
る
の
は
、
や
は
り
書
籍
の
授
受
や
編
集
上
の
記
述
、
更
に
學
術
的
な
情
報
交
換
で
あ
る
。

こ
れ
ら
よ
り
清
初
の
出
版
や
書
籍
の
流
通
事
情
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
出
來
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
者
の
雁
酬
し
た
書
簡
は
敷
も
分
量
も

多
く
、
そ
の
上
内
容
は
雑
多
で
廣
範
園
に
及
ぶ
た
め
、
本
論
で
は
そ
の
ご
く
一
部
を
述
べ
る
に
留
ま
っ
た
。
今
後
は
書
簡
や
周
邊
資
料
を
更

に

精
査

し
、
爾
者
の
關
係
に
つ
い
て
迫
る
と
と
も
に
、
清
初
の
交
遊
文
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
及
び
書
簡
の
傳
達
網
の
解
明
へ
と
繋
げ
て
い
き
た

い
o
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参
考
1
「
浬
陽
管
村
里
張
氏
關
連
略
圖
」
（
推
定
）

　
　
　
　

王
雁
選
　
　
　
　
徽

張
朝
寵典
子

申
安
人

圏常
氏

（常
日
研
女
）

閨王
氏

（王
廷
棟
女
）

女
子

李
啓
采
（
彦
挺
の
子
）

女
子

大大
治徳
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申
培
揖
（
峻
の
子
）



参
考
2
「
張
潮
と
張
兄
弟
關
連
書
簡
中
に
見
ら
れ
る
書
名
・
作
品
一
覧
」
（
暫
定
版
）

張
潮
關
連
の
作
品

張
兄
弟
關
連
の
作
品

他
者
の
作
品

備
　
考

登
場
書
簡

『
諮
清
堂
集
』

a
張
習
孔
作

友
捌
・
細

『檀
弓
問
』

a
張
習
孔
作

友

珊

『
雲
谷
臥
鹸
』

a
張
習
孔
作

友
鰯

『
（心
齋
）
柳
復
集
』

c
張
潮
作

友

棚
／
偶

皿

『花
影
詞
』

c
張
潮
作

友
搬
／
偶
皿
・
姫

『
下
酒
物
』

c
張
潮
作

友

棚
／
偶
皿

『
逸
民
四
史
』

c
構
想
の
み

友

肥
・
蹴
／
偶
細

『李
杜
牌
』

a
張
潮
作

友

珊
・
㎜
／
偶
皿

『博
古
牌
』

a
張
潮
作

友珊
・
㎜
・
鰯
・
㎜
／
禺
2
2
°
9
0
イ
Q
U
　
　
　
3

『
奔
乗
』

c
構
想
の
み

友

珊
／
偶
盟

『
禽
史
』

c
構
想
の
み

友

珊
／
偶

盟
・
拙

『
輝
世
説
』

c
構
想
の
み

友

棚
／
偶

皿
・
蹴

『仙
世
説
』

c
構
想
の
み

友
珊
／
偶

盟
・
珊

『
二
十
四

廿
四
孝
賛
』
）

a
張
潮
作

友

鵬
・
脇
／
偶
鵬
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『
張

張
籍
全
集
』
）

a
唐
・
張
籍
の
全
集
。
襲
賢
の
編
？

『
四
書
尊
註
解
』

a
張
潮
編

友
珊

『
檀
几
叢
書
』
初
集

a
張
潮
編

友
棚

『
檀
几
叢
書
』
二
集

a
張
潮
編

友

珊

『
檀
几
叢
書
』
飴
集

a
張
潮
編

友
蹴
／
偶
田
・
蛎

『
虞
初
新
志
』
（
八
巻
）

a
張
潮
編

友

渦

『
虞
初
新
志
』
（
二
十
巷
）

a
張
潮
編

友

㎜
／
偶

鵬

『
尺
墳
友
聲
』

a
友
人
↓
張
潮

友

珊
／
偶

盟

『
尺
績
友
聲
偶
存
』

a
張
潮
↓
友
人

友

棚
／
偶

蹴

『
十
三
経
文
緯
』

c
沈
岱
謄
編

友

搬

『
資
治
通
鑑
』

c
北
宋
・
司
馬
光
編

友

珊

『
朱
子
綱
目
』

c
『
資
治
通
鑑
綱
目
』

友

鵬

『
帝
王
世
紀
」

c
替
・
皇
甫
謡
編

友

珊

『
呉
越
春
秋
」

c
後
漢
・
趙
曄
編

友

鵬

『
楚
漢
春
秋
』

c
前
漢
・
陸
苗
貝
編

友
鵬

『東
観
漢
記
』

c
後
漢
・
劉
珍
編

友

棚
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『
英
雄
記
』

c
後
漢
・
王
簗
編

友
棚

『
謝
承
後
漢
書
』

c
三
國
・
謝
承
編

友

珊

『
干
實
晋
紀
』

c
東
晋
・
干
實
編

友

珊

『
王
隠
晋
書
』

c
東
巫
日
・
王
隠
編

友
珊

『
十
六
國
春
秋
』

c
北
魏
・
崔
鴻
編
？

友
珊
・
㎜

『
元
澹
魏
典
』

c
唐
・
元
澹
編

友
搬

『唐
鑑
』

c
北
宋
・
萢
租
萬
編

友
渦

『
劉
照
奮
唐
書
』

c
後
晋
・
劉
照
編

友
捌

『
醇
居
正
五
代
史
」

c
北
宋
・
蒔
居
正
編

友

棚

『
逸
史
大
観
』

c
構
想
の
み

友

珊

『
太
卒
宙
哀
宇
記
』

c
北
宋
・
樂
史
編

友
珊
・
細

『
括
地
志
』

c
唐
・
李
泰
編

友
珊
・
測

『漢
官
儀
』

c
漢
・
鷹
肋
編

友
珊

『
古
今
注
』

c
晋
・
崔
豹
編

友

珊

『
洪
武
正
韻
賎
』

c
楊
時
偉
編

友

珊

『聲
類
』

c
三
國
・
李
登
編

友
珊

『
四
聲
類
譜
』

c
梁
・
沈
約
編

友

珊

（82）



『
禮
部
韻
略
』

c
北
宋
・
丁
度
等
編

友
棚

『唐
韻
』

c
唐
・
孫
価
編

友
珊

『切
韻
」

c
惰
・
陸
法
三
口
編

友

細

『廣
韻
』

c
北
宋
・
陳
彰
年
編

友
鵬

『
洪
武
正
韻
』

c
宋
濾
等
編

友

鵬

『中
原
音
韻
』

c
元
・
周
徳
清
編

友
細

『
笑
史
』

c
薦
夢
龍
編

友
珊

『
（山
中
）
一
夕
話
』

c
李
賛
編

友
脚

『
聯
荘
・
聯
騒
』

b
張
潮
作
（
「
檀
几
叢
書
』
初
集
）

友

珊

『筆
歌
』

b
張
潮
作

友
珊

『西
廟
記
」

c
金
聖
嘆
評

友
鵬

『
琵
琶
記
』

c
毛
給
評

友

棚

『拝
月
亭
記
』

c
元
・
關
漢
卿
作

友

珊

『鴛
鳶
湖
擢
歌
』

c
朱
舞
尊
作

友
珊

『
外
國
竹
枝

（詞
）
』

b
尤
桐
作
（
『
昭
代
叢
書
』
甲
集
）

友

珊

『朝
鮮
珠
江
」

c
徐
沙
村
作

友
珊
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「
手
譲
文
」

a
張
柄
磨
作

友

『易
占
登
蒙
説
略
』

a
張
鑑
作

友

棚

『
凱
蓄
集
」
二
十
巷

a
張
柄
塔
作

友

肥

『
杜
陵
秋
味
』

a
張
柄
磨
作

友

珊
／
偶
盟

「
（魯

a
張
潮
作
？

友

渦
・
部

只
渥
陽
）
八
景
考
」

a
不
明

友

棚
・
蜘
／
偶
皿

「
老
伯
太
先
生
行
状
」

a
張
習
孔
行
状

友

㎝

『
辮
志
問
傳
』

a
張
習
孔
作

友

釧

『
鹸
博
雅
』

a
張
習
孔
作

友

蜘

『
漢
京
房
易
傳
』

c
『
漢
魏
叢
書
』
牧

友

㎜

『
梁
虞
蕩
鼎
録
』

c
『
漢
魏
叢
書
』
牧

友
㎜

『昭
代
叢
書
』

b
張
潮
編

友

㎝
／
偶
皿

『
秋
星
閣
詩
話
』

b
李
折
作
。
『
昭
代
叢
書
』
甲
集

友
脚

『
華
山
記
』

a
張
鼎
望
作
？

友
㎜
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「小
見
経
」

c
李
國
柱
作

友

㎜

『漢
魏
叢
書
』

c
諸
本
有
り

友

㎜
・
㎜
／
偶
盟

「
先
工
部
行
状
・
墓
誌
」

a
工
部
ー
張
重
齢
？

友

即

「尊
組
大
人
集
」

a
張
習
孔
集
？

友

皿

「
令
租
太
老
先
生
詩
集
」

a
張
習
孔
詩
集
？

友

蹴

『
列
朝
詩
選
』

c
銭
謙
盆
編

友

肥

「侶
和
題
詠
」

a
王
徴
作

友

蜆

『
奇
器
圖
説
』

a
王
徴
作

友

肥

『
新
器
圖
説
』

a
王
徴
作

友
肥

「
田
家
詩
」

a
李
廷
機
作
？

友

鰯

「
（魯
橋
）
八
味
賦
」

a
張
鼎
望
作

友

㎜

『
遊
慈
峨
山
記
』

a
張
鼎
望
作

友

㎜
／
偶
緬

『
今
世
説
」

a
王
陣
作

友

㎜
／
偶
細
・
鵬
・
蛎

『
集
纂
感
雁
篇
』

a
不
明

友

㎜
／
偶

珊
・
棚
・
姫

『
般
牌
譜
』

c
張
潮
編
？

友

㎜
／
偶
蹴

『
魯
橋
八
詠
全
集
』

a
張
鼎
望
編
？

　
1
友
皿

『
家
禮
』

c
南
宋
・
朱
喜
編

友

㎜
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『
儀
禮
』

C

友

㎜

『改
葬
服
議
』

c
唐
・
韓
愈
作

『
家
禮
補
」

a
張
鼎
望
編

友

㎜
／
偶

担

『
（十
六
國
）
年
表
』

b
張
楡
曾
作
。
『
昭
代
叢
書
』
甲
集

友

㎜

『
孟
子
古
人
名
』

c
毛
際
可
作

偶
皿

『
三
字
経
閨
訓
』

a
張
潮
編
？

偶
盟

「家
先
租
詩
集
」

a
張
潮
先
組
？

禺
3
7
°
3
8
イ
3
　
　
　
　
3

『讃
書
論
世
』

a
呉
粛
公
作

禺
3
7
°
3
8
不
q
U
　
　
　
3

『
衆
香
詞
』

a
銭
岳
編
（
張
潮
も
關
與
）

偶
脚

『
傳
燈
録
』

c
北
宋
・
道
原
編

蹴

『指
月
録
』

c
聖
汝
稜
編

偶

蹴

『
法
苑
珠
林
』

c
唐
・
道
世
編

偶
細

『
三
藏
法
藪
』

c
一
如
等
編

偶
細

『
説
夢
』

c
構
想
の
み

偶
蹴

『月
窟
』

c
構
想
の
み

偶
細

『
温
泉
志
』

c
構
想
の
み

偶
細
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『名
泉
志
」

c
構
想
の
み

偶
細

『
塔
志
』

c
構
想
の
み

偶

細

『
（寳
顔
堂
）
秘
笈
』

c
陳
纏
儒
編

偶
肌

『
壼
蓄
詩
集
』

a
李
折
作

偶
肌

『
鶴
邊
詞
」

a
顧
彩
作

偶
訊

『
珂
雪
詞
』

a
曹
貞
吉
作

禺
7
1
°
，
1
5
イ
リ
0
　
　
　
4

「
唐
宋
七
言
句
」

c
注
道
昆
作

偶

蹴

「
四
書
句
」

c
無
名
氏
作

偶
蹴

「
西
席
摘
句
」

c
無
名
氏
作

偶
珊

「
琵
琶
摘
句
」

c
無
名
氏
作

偶
蜘

『水
濤
牌
』

c
陳
洪
綬
作
？

偶
蹴

『博
古
牌
』

c
江
道
昆
作

偶
蹴

『高
士
傳
』

c
昔
・
皇
甫
秘
皿
作

偶
蹴

『
貧
士
傳
』

c
黄
姫
水
作

偶

細

『
昆
山
馬
弔
牌
』

c
不
明

偶

蹴

『
乞
者
王
翁
傳
』

a
徐
芳
作
（
『
虞
初
新
志
」
巷
五
）

偶
娚
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『
再
來
詩
識
記
』

a
沙
張
白
作
（
『
虞
初
新
志
」
巻
九
）

偶
鵬

『
追
尊
興
駄
説
』

a
張
鼎
望
作
？

偶
鵬

「
八
詠
全
集
序
」

a
張
潮
作

偶
鵬

『
酒
政
』

a
呉
彬
作
（
『
檀
几
叢
書
』
鹸
集
）

偶
蝸

『
浮
園
詩
』

a
不
明

偶

蛎

『
黄
山
賦
』

a
繹
中
洲
作
？

偶
蛎

『
秦
腔
論
』

a
張
鼎
望
作

偶
胡

『南
北
禮
考
』

c
張
潮
作

偶
妬

『
（曹
陶
謝
）
三
家
詩
』

a
張
潮
編

偶
蝦

『
全
唐
詩
』

c
康
照
帝
救
撰

偶

蜥

『
異
嚢
寸
錦
』

a
張
潮
作

偶

蜥

※

書
名
ま
た
は
作
品
名
と
推
定
さ
れ
る
も
の
に
は
『
　
』
を
、
出
來
な
い
も
の
は
「
　
」
で
括
っ
た
。

※
『
友
聲
』
、
『
偶
存
』
の
登
場
順
に
示
し
た
が
、
一
部
便
宜
的
に
順
番
を
入
れ
替
え
た
。

※

友
ー
『
友
聲
」
　
偶
ー
『
偶
存
』
　
※
な
る
べ
く
原
文
通
り
に
示
し
た
が
、
補
え
る
も
の
は
（
）
に
て
記
し
た
。

※

備
考
欄
作
者
は
張
潮
と
同
時
代
の
人
物
以
外
は
時
代
も
示
し
た
。

※
備
考
欄
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
意
味
は
以
下
の
通
り
　
a
．
「
や
り
と
り
さ
れ
た
も
の
」

　
b
’
　
r
や
り
と
り
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
も
の
」
　
c
．
「
そ
の
他
、
書
簡
中
に
登
場
し
た
だ
け
の
も
の
」
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v
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）
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）
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）
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）
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）

（
c
o
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）

（9
）

（1
）

（1
2
）

例
え
ば
、
「
張
潮
と
江
南
文
人
の
交
流
ー
書
簡
を
手
が
か
り
に
ー
」
（
『
中
國
古
典
小
説
研
究
』
十
八
號
・
二
〇
一
四
年
三
月
）
、
r
張
潮
編
纂
の
叢

書
に

つ
い

て
ー
編
集
状
況
を
中
心
に
ー
」
（
大
東
文
化
大
學
『
漢
學
會
誌
』
五
十
三
號
・
1
1
0
1
四
年
三
月
）
「
書
簡
か
ら
見
た
張
潮
『
虞
初
新
志
』

の

編
集
状
況
」
（
大
東
文
化
大
學
『
漢
學
曾
誌
』
五
十
四
號
・
二
〇
一
五
年
三
月
）
等
を
参
照
。

F張
潮
の
交
遊
關
係
に
つ
い
て
－
『
尺
憤
友
聲
集
』
及
び
『
尺
憤
友
聲
偶
存
』
を
手
が
か
り
に
ー
」
（
『
漢
學
曾
誌
』
五
十
二
號
・
二
〇
＝
二
年
三
月
）

F張
潮
『
尺
憤
友
聲
集
』
『
尺
憤
友
聲
偶
存
』
研
究
資
料
編
」
（
『
中
國
學
論
集
』
三
〇
號
・
二
〇
一
二
年
十
二
月
）
、
『
友
聲
』
は
表
2
、
『
偶
存
』
は
表

3
の
通
し
番
號
に
そ
れ
ぞ
れ
從
う
。

河
井
義
樹
「
王
弘
撰
年
譜
考
讃
」
（
大
東
文
化
大
學
『
中
國
學
論
集
』
十
八
號
・
1
1
0
0
1
年
三
月
）

劉
輝

「
張
鼎
望
與

《
秦
腔
論
》
　
　
讃
曲
随
筆
」
（
『
陳
西
戯
劇
』
一
九
八
1
年
第
一
期
・
一
九
八
1
年
十
月
）
参
照
。

『
《
痙
献
文
存
．
淫
献
詩
存
》
稽
注
』
（
《
《
浬
獣
文
存
・
淫
献
詩
存
》
稽
注
》
編
纂
委
員
會
、
浬
陽
縣
楢
案
局
編
、
柏
埜
編
、
風
日
乾
・
何
金
凱
校
注
。

三
秦
出
版
杜
・
1
1
0
＝
二
年
）
に
よ
る
。

こ
の
他
張
一
族
に
封
す
る
墓
誌
銘
と
し
て
、
『
文
存
』
外
編
巻
五
に
、
王
豊
川
「
張
公
湛
川
墓
誌
銘
」
、
程
邑
「
張
文
靖
公
墓
誌
銘
」
、
徐
容
「
張
公
重

齢
維
配
申
安
人
墓
誌
銘
」
が
あ
る
。

「
按
状
公
諄
重
齢
、
字
九
如
、
別
號
椅
峨
。
浬
陽
之
管
村
里
人
。
戊
子
畢
干
郷
、
令
那
墓
、
以
水
部
郎
絡
。
［
中
略
］
曾
祀
朝
寵
、
話
贈
奉
直
大
夫
・

山
西
嵜
嵐
州
知
州
。
租
鑑
、
山
西
太
原
府
同
知
、
加
陞
運
藍
使
司
運
。
同
祀
名
寛
郷
。
賢
父
柄
踏
直
隷
満
城
縣
知
縣
。
残
郷
人
私
謡
文
靖
公
。
其
仲

子
也
」

『
重
修
渥
陽
縣
志
』
（
二
十
巷
、
『
中
國
方
志
叢
書
』
2
3
6
・
墓
北
成
文
出
版
杜
・
一
九
六
八
ー
七
六
年
）
巻
九
・
藝
文

『
重
修
淫
陽
縣
志
』
巻
十
1
1
・
列
傳
・
仕
宙
に
「
張
柄
磨
、
字
義
昭
、
號
凱
蓄
。
崇
頑
間
以
貢
士
保
畢
、
授
満
城
縣
知
縣
、
甫
市
歳
而
撫
緩
有
方
邑
稻

大

治
。
清
介
不
合
於
俗
、
逐
罷
婦
杜
門
著
書
。
晩
年
尤
工
樂
府
、
有
凱
蓄
集
二
十
巻
。
子
潮
問
崇
頑
聞
貢
士
、
重
齢
順
治
戊
子
畢
人
」
と
あ
る
。
ま

た
、
『
陳
西
通
志
』
巻
五
十
七
・
人
物
三
に
も
「
張
柄
踏
、
字
義
照
、
淫
陽
人
。
父
鑑
、
太
原
同
知
、
督
餉
偏
頭
關
。
勤
能
有
聲
。
柄
藩
以
貢
生
崇
頑

時
授
満
城
令
。
甫
匝
歳
而
緩
輯
撫
循
。
邑
稻
大
治
、
以
清
直
不
合
於
時
。
蠕
里
閉
戸
、
著
書
詩
文
多
傳
世
」
と
あ
る
。

前
掲

『
重
修
淫
陽
縣
志
』
巻
九
’
藝
文

「
陳
西
通
志
』
巻
五
十
七
・
人
物
三
「
張
重
齢
、
字
九
如
、
淫
陽
人
。
順
治
戊
子
、
畢
於
郷
。
十
二
年
、
授
直
隷
那
毫
墓
令
、
重
農
息
訟
、
除
積
弊
、

雪
冤

獄
。
政
績
茂
著
報
最
、
補
工
部
都
水
司
主
事
、
奉
命
督
通
昌
草
場
、
督
實
源
鍵
局
、
又
出
督
臨
清
税
務
兼
撮
倉
儲
銭
法
。
裕
國
通
商
措
施
、
悉
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當
大
司
空
。
重
其
才
、
會
河
決
准
安
透
員
協
理
以
重
齢
名
上
先
是
南
北
河
決
塞
不
常
中
河
、
一
役
九
載
未
就
、
尤
稻
危
険
。
重
齢
至
逐
奏
績
復
命
後
、

以
積
痒
成
疾
、
給
假
蹄
卒
。
子
鼎
梅
、
康
煕
丁
丑
進
士
」

『
重
修
淫
陽
縣
志
』
巻
十
1
1
・
列
傳
・
仕
富
「
張
重
齢
、
順
治
戊
子
學
人
o
初
任
直
隷
順
徳
府
那
墓
縣
知
縣
。
邑
有
冤
獄
、
株
連
無
事
。
順
徳
知
府
索

厚
賄
、
不
得
必
欲
置
之
死
。
重
齢
洞
悉
其
冤
、
執
不
肯
從
、
卒
得
昭
雪
。
擢
水
部
司
主
事
、
累
鷹
差
使
有
能
聲
。
子
鼎
梅
康
煕
丁
丑
進
士
。
任
東
明

知
縣
、
居
官
循
良
、
雅
有
父
風
」

前
掲
「
重
修
淫
陽
縣
志
』
巷
九
・
藝
文

前
掲
・
程
邑
「
張
文
靖
公
墓
誌
銘
」
に
「
長
潮
間
、
貢
生
、
文
年
没
、
婆
李
氏
、
江
南
治
中
李
公
弘
槙
女
。
纏
嬰
閻
氏
、
義
官
閻
可
封
女
。
…
孫
七
、

鼎
職
・
鼎
鎭
・
鼎
廟
・
鼎
殼
、
倶
長
出
」
云
々
と
あ
る
。
張
文
靖
は
張
潮
間
の
父
張
柄
溶
の
こ
と
。

例
え
ば
、
「
鼎
梅
、
康
煕
丁
丑
科
進
士
、
吏
部
候
選
知
縣
。
嬰
常
文
學
日
所
女
o
鼎
望
、
國
子
監
監
生
。
要
前
辰
州
府
同
知
王
公
廷
棟
女
。
申
安
人
出
」

云
々
と
あ
る
。

F祭
五
兄
文
」
に
「
維
康
煕
五
十
三
年
歳
在
甲
午
春
三
月
壬
戌
、
期
服
劣
弟
鼎
望
謹
以
剛
譲
庶
蓋
清
酌
辮
香
之
萸
、
致
祭
干
皇
清
進
士
東
明
令
五
兄
繍

翁
陳
西
之
露
日
、
…
。
…
乃
在
丙
辰
之
季
秋
焉
。
維
時
兄
三
十
而
弟
十
四
、
農
昏
定
省
聯
翻
」
云
々
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

『
東
明
縣
誌
』
（
「
中
國
方
志
叢
書
』
鵬
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

前
掲
『
重
修
淫
陽
縣
志
』
巻
十
二
、
張
重
齢
の
列
傳
に
「
居
官
循
良
、
雅
有
父
風
」
と
あ
る
。

前
掲
『
重
修
淫
陽
縣
志
』
巻
九
・
藝
文
。

前
掲

「
墓
誌
銘
」
に
「
余
門
下
淫
陽
張
子
鼎
梅
、
丁
丑
成
進
士
o
將
蠕
請
謁
於
余
、
探
懐
中
文
一
軸
見
示
余
、
以
其
爲
燈
帷
之
奮
業
者
是
也
。
進
士

長
脆

日
、
此
先
府
君
行
事
没
焉
、
而
不
彰
顧
。
假
先
生
之
言
、
寵
黄
櫨
以
不
朽
。
泣
湾
湾
敷
行
下
。
嵯
乎
、
進
士
斯
不
負
揚
名
　
」
云
々
と
あ
る
。

巷
五

「白
渠
記
」
、
巻
六
F
嵯
峨
山
寺
」
（
七
律
）
、
「
晩
節
婦
梁
氏
」
（
七
律
）

前
掲
『
重
修
淫
陽
縣
志
』
巻
九
・
藝
文

『
友
聲
』
珊
・
新
集
巻
三

他
作
品
で
鼎
梅
を
「
五
兄
」
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
排
行
順
で
あ
ろ
う
。

前
掲
「
墓
誌
銘
」
に
「
纏
嬰
ロ
貝
文
學
鷹
龍
女
」
と
あ
る
。

前
掲
「
墓
誌
銘
」
に
コ
兀
配
雷
氏
有
淑
徳
早
卒
。
年
甫
三
十
以
公
貴
敷
贈
安
人
、
與
公
合
窒
。
纏
郎
令
敷
封
安
人
申
也
。
丈
夫
子
三
、
定
和
歳
貢
生
。

要
師
畢
人
心
知
女
」
云
々
と
あ
る
。
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r但
前
此
一
函
、
寛
未
寄
到
。
浮
沈
之
故
、
幸
追
究
之
。
弦
因
申
六
舎
親
赴
揚
、
粛
啓
鳴
謝
井
候
道
履
…
」

F客
歳
夏

五
、
申
舎
親
婦
承
手
教
、
…
」

「
陪
申
舎
親
、
知
老
長
兄
先
生
近
祓
常
勝
」

確
護

は
な
い
が
、
華
中
丞
と
は
華
顯
の
こ
と
か
。
費
羅
華
顯
、
満
州
正
紅
旗
の
人
o
一
六
五
九
ー
一
七
o
三
。
康
煕
四
十
〈
一
七
O
↓
〉
年
に
陳
西

巡
撫
と
な
っ
て
い
る
。
『
清
史
稿
』
二
七
六
に
列
傳
あ
り
。
中
丞
と
は
巡
撫
の
奮
名
。

F
…
。
諸
書
護
以
第
葉
、
喜
不
爲
雨
水
所
漏
。
然
揉
損
過
宇
、
用
大
石
墜
之
、
多
日
筒
未
卒
o
復
嗣
後
、
如
明
再
寄
、
止
託
申
舎
親
爲
佳
。
蓋
彼
納
之

巾
箱
、
自
無
諸
患
。
且
居
庭
與
寒
家
相
近
、
到
日
轄
致
亦
甚
便
也
。
…
」

前

掲
・
劉
輝
「
張
鼎
望
與
《
秦
腔
論
》
i
讃
曲
随
筆
」

F夏
日
接
片
札
、
云
、
客
秋
有
瑠
函
書
籍
之
頒
o
愚
意
以
爲
、
即
客
夏
所
寄
。
又
云
、
弟
次
札
已
牧
到
。
因
目
下
懐
抱
作
悪
、
不
及
裁
答
。
乃
今
十
月

十
三
日
、
又
接
長
札
拉
書
籍
一
束
、
而
札
中
所
言
大
抵
皆
補
前
札
、
未
蓋
之
辞
、
於
弟
次
札
則
一
不
及
。
初
覗
之
、
＋
忙
然
反
覆
詳
諦
、
始
知
長
札
本

在
片
札
之
先
。
片
札
到
日
、
此
長
札
筒
在
濡
滞
、
此
札
経
歳
後
達
。
想
縁
陳
西
老
淳
踪
無
定
所
致
。
若
托
舎
親
申
六
老
寄
之
、
必
無
此
患
。
…
」

「
冬
月
狼
函
干
今
歳
二
月
二
十
日
到
舎
。
甚
　
、
寄
書
之
難
也
o
細
讃
來
教
、
知
愚
二
札
先
後
舛
錯
、
此
員
令
親
稽
遅
宇
載
、
復
托
陳
西
老
以
致
如
此
」

「
首
夏
有
書
籍
随
八
行
奉
教
。
秋
分
猶
未
得
回
示
。
不
勝
浮
沈
之
灌
。
嗣
接
珪
函
既
旦
新
鑑
四
種
、
似
是
客
歳
所
頒
、
則
知
濡
滞
又
非
一
日
也
」

『
友
聲
』
蹴
「
往
以
天
涯
洋
梗
、
幸
逝
老
仲
皇
詞
宗
分
外
垂
青
引
之
譜
末
兼
恵
佳
刻
種
種
、
…
老
仲
憂
稽
古
自
娯
。
著
逃
等
身
、
眞
第
一
流
人
物
也
。

抵
里
後
、
逢
人
説
項
無
不
敬
服
、
正
擬
修
候
。
乃
承
華
札
、
遠
頒
佳
睨
。
…
有
胞
弟
鼎
望
、
強
作
解
事
、
其
慕
藺
之
私
井
先
人
著
作
敷
種
、
倶
詳
載

其
札
内
。
…
」

『
友
聲
』
渦
「
戊
寅
之
秋
、
家
仲
氏
自
南
旋
、
斗
酒
相
螢
。
即
聞
命
云
、
廣
陵
有
山
來
先
生
者
、
當
世
偉
人
也
。
余
與
之
聯
譜
訂
交
。
汝
好
事
風
雅
爲

山
川
所
阻
、
不
得
一
識
荊
州
。
已
出
見
恵
諸
刻
盈
箱
積
案
。
望
取
而
讃
之
、
如
上
林
春
花
遠
近
惰
望
、
無
庭
不
登
。
又
如
武
夷
九
曲
、
歩
歩
引
人
入

勝
。
輔
不
禁
傭
而
思
、
思
而
歎
也
。
窟
念
望
自
束
髪
以
來
、
身
患
清
盲
服
、
逐
棄
去
畢
子
業
。
有
志
干
古
。
既
梧
頻
陽
李
子
徳
先
生
、
梢
聞
緒
論
。
乃

知
學
問
之
大
、
　
若
苦
海
。
相
與
把
腎
談
心
偶
。
及
金
元
以
來
、
關
中
数
経
兵
焚
、
文
献
訣
略
、
往
往
欄
帳
者
久
之
。
方
今
八
股
之
外
無
文
章
、
科

名
之
外
無
人
品
。
印
呉
越
風
氣
正
華
之
地
類
皆
急
干
功
利
、
覗
古
學
爲
虚
文
。
望
孤
立
寡
偶
、
顧
影
而
悲
。
不
圖
大
江
之
濱
有
豪
傑
、
焉
得
長
兄
先

生
、
登
高
而
呼
圭
盟
壇
培
、
慰
我
心
、
期
何
快
如
之
。
急
欲
裏
糧
南
下
操
彗
門
庭
、
縁
老
母
在
堂
、
不
敢
遠
離
。
兼
之
賎
悪
未
疫
姑
侯
異
日
。
昔
唐

人
任
華
與
李
白
、
遙
聞
相
思
不
必
謀
。
而
望
於
先
生
亦
猶
是
。
已
先
生
オ
高
、
學
當
思
鋭
力
彊
。
故
諸
所
著
述
者
出
人
意
表
居
然
。
東
箭
南
金
、
竿

頭
之
歩
則
在
録
。
其
小
尤
貴
圖
、
其
大
合
乎
時
、
尤
追
貴
乎
古
。
管
見
一
二
附
有
求
請
倶
條
例
干
後
、
蓋
惟
先
生
爲
能
不
朽
、
自
命
亦
惟
先
生
爲
能
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不
棄
。
努
莞
望
山
阪
樗
櫟
、
似
不
宜
妄
漬
龍
門
。
然
遭
逢
一
旦
、
錐
冒
交
淺
言
深
之
戒
、
所
不
能
辞
　
。
俘
函
不
映
井
希
笑
留
」

『
友
聲
』
捌
、
題
名
割
注
に
「
七
言
古
」
と
記
す
。

『
友
聲
』
服
に
「
愛
端
十
年
之
精
力
、
輯
十
三
経
文
緯
六
十
巻
」
と
あ
る
。

①

rl、

承
恵
老
伯
大
人
語
清
堂
集
十
七
巻
、
已
細
領
教
　
。
聞
猶
有
檀
弓
問
・
雲
谷
臥
鈴
等
。
皆
望
所
未
見
。
伏
惟
各
恵
一
部
爲
感
」

②

Fl、

承
恵
尊
刻
種
種
已
細
領
教
芙
。
聞
猶
有
柳
復
集
・
花
影
詞
・
下
酒
物
・
逸
民
四
史
・
李
杜
牌
・
博
古
牌
・
奔
乗
・
禽
史
・
輝
世
説
・
仙
世

　
説
・
二
十
四
孝
賛
・
張
籍
全
集
凡
十
二
種
。
皆
望
所
未
見
。
伏
惟
各
恵
一
部
。
蓋
望
非
屡
索
又
不
多
索
想
先
生
必
雁
也
。
惟
張
籍
集
非
著
作
一
類
、

　
其
紙
債
明
示
望
當
奉
補
」

③

F
l、

承
寄
四
書
尊
註
解
、
精
詳
明
足
以
初
翼
考
亭
。
嘉
恵
。
後
學
望
所
謂
圖
其
大
者
此
類
是
也
」

④
F
l
、
承
見
懐
家
兄
二
律
、
秀
折
纏
綿
、
得
中
晩
三
昧
至
自
然
渾
成
詠
。
一
綜
不
走
。
乃
是
盛
唐
氣
味
敢
不
敬
服
。
但
次
首
既
云
猫
麗
西
州
涙
、

　
又
云
、
濁
留
侠
氣
両
。
掲
字
宜
改
一
字
」

⑤

F
l、

承
恵
諸
書
皆
是
散
葉
。
奈
吾
秦
僻
庭
西
睡
装
潰
無
人
o
勉
付
俗
手
則
歯
葬
不
堪
。
未
免
有
砧
珠
磯
。
嗣
後
如
明
再
寄
、
伏
所
精
訂
成
本
恵

　
我
遠
人
。
其
紙
工
線
之
費
、
明
示
望
當
奉
補
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

⑥

rl、

承
恵
檀
几
叢
書
止

得
一
集
二
集
。
虞
初
新
志
得
八
巻
。
嗣
後
如
有
績
編
、
伏
所
恵
寄
。
其
紙
債
明
示
望
當
奉
補
」
　
　
　
　
　
　
　
⑲

⑦

r
l、

承
恵

友
聲
止
干
壬
集
第
二
十
六
葉
即
鐸
廣
蓮
一
札
亦
不
全
。
尺
腰
偶
存
止
干
五
巻
第
十
三
葉
與
四
弟
質
生
札
、
想
年
來
績
梓
必
多
。
伏
析

　
査
號
補
寄
散
葉
可
也
」

⑧

rl、

按
友
聲
倶
係
尺
憤
。
惟
載
朱
其
恭
七
言
古
一
篇
、
以
詩
代
簡
畢
不
倫
。
望
思
先
生
雁
求
既
廣
侶
和
必
繋
。
伏
願
畢
有
韻
之
言
、
別
勒
一
集
、

　
斯
與
尺
蹟
相
映
生
輝
　
」

⑨
F
l
、
按
友
聲
海
寧
沈
太
史
有
十
三
経
文
緯
之
刻
。
望
錐
未
見
其
書
、
想
干
纏
學
有
功
。
因
思
二
十
一
史
・
資
治
通
鑑
・
朱
子
綱
目
而
外
、
聞
有

　
古
史
荒
史
。
帝
王
世
紀
・
呉
越
春
秋
・
楚
漢
春
秋
・
東
観
漢
記
・
英
雄
記
・
謝
承
後
漢
書
・
干
實
晋
記
・
王
隠
晋
書
・
十
六
國
春
秋
・
元
澹
魏
典
・

　
唐
鑑
・
劉
照
奮
唐
書
・
醇
居
正
五
代
史
諸
書
、
今
日
不
知
傳
者
幾
何
。
伏
願
先
生
與
貴
郷
同
志
者
廣
捜
遠
索
、
勒
爲
一
編
、
名
日
逸
史
大
観
。
其

　
存
亡
之
功
當
與
海
寧
迭
覇

⑩

r
一
如
太

卒
簑
宇
記
・
括
地
志
・
漢
官
儀
・
古
今
注
等
書
皆
昔
曾
顯
傳
干
世
。
今
錐
卯
干
見
、
恐
未
必
如
周
禮
冬
官
之
紹
無
也
。
伏
願
先
生
廣
捜
遠

　
索
、
翻
刻
行
世
。
其
纏
紹
之
功
不
小
。
望
所
謂
追
乎
古
者
、
此
類
是
也
」

⑪

コ
、
按
韻
之
一
書
、
洪
武
正
韻
賎
序
例
中
已
明
言
之
顧
寧
人
李
子
徳
両
先
生
耕
之
、
尤
詳
以
爲
自
三
國
李
登
始
作
聲
類
。
其
後
代
有
作
者
至
梁



　
沈
約
作
四
聲
類
譜
、
宋
簾
謂
唐
取
此
書
科
士
改
名
禮
部
韻
略
。
然
天
實
聞
、
陳
州
司
馬
孫
価
又
作
唐
韻
o
今
考
其
自
序
但
就
陸
詞
切
韻
刊
正
討
論

　
成
書
。
初
不
及
類
譜
、
其
與
沈
韻
或
同
或
異
、
皆
不
可
知
至
宋
群
符
聞
陳
彰
年
等
又
唐
韻
重
修
、
改
名
廣
韻
。
其
書
顧
寧
人
先
生
嘗
校
刻
之
。
今

　
其
板
見
藏
准
安
張
氏
家
。
至
理
宗
時
卒
水
劉
淵
又
取
廣
韻
之
通
用
者
併
爲
一
部
復
剛
去
聞
冷
諸
字
、
干
淳
祓
壬
子
、
名
壬
子
新
刊
禮
部
韻
略
。
此

　
即
今
見
行
韻
本
也
。
適
讃
尊
著
答
顧
天
石
一
札
云
、
近
日
購
得
古
本
、
豊
廣
韻
之
外
、
別
有
古
本
欺
。
抑
所
購
者
即
廣
韻
、
偶
隠
此
廣
之
一
字
欺
。

　
又

云
、
後
沈
約
輩
合
通
用
者
爲
一
部
、
定
爲
一
百
六
韻
。
名
日
禮
部
韻
。
此
語
大
誤
。
蓋
韻
略
著
干
唐
、
沈
約
生
在
唐
前
。
韻
略
併
干
南
宋
。
其

　
時
去
沈
約
盆
遠
。
但
當
云
今
韻
本
乃
劉
卒
水
所
併
之
韻
。
其
日
通
用
・
濁
用
。
蓋
縁
刻
者
沿
廣
韻
奮
文
、
未
曾
削
去
。
故
滋
後
人
之
疑
耳
。
如
此

　
則
是
　
。
至
合
段
於
文
爲
一
部
以
猫
用
爲
通
用
。
此
亦
卒
水
之
過
瑞
其
意
大
抵
以
股
部
除
諸
聞
冷
字
所
饒
甚
少
。
姑
妄
附
干
文
也
。
先
生
山
斗
之

　
尊
、
望
輕
爲
置
啄
正
恭
附
雁
行
不
欲
白
壁
有
微
暇
耳
。
唐
突
之
罪
、
伏
析
塵
原
」

pt

　
F
l
、
伏
讃
尊
著
復
李
文
山
一
札
云
、
三
江
七
陽
無
合
用
之
理
、
且
以
字
之
偏
傍
、
及
毛
詩
謹
之
o
其
説
極
確
極
當
。
與
李
子
徳
先
生
亦
合
。
然

　
韓
昌
黎
此
日
足
可
惜
一
篇
。
合
用
江
・
陽
・
庚
三
韻
中
原
音
韻
・
洪
武
正
韻
皆
江
・
陽
同
部
、
其
誤
也
。
亦
l
口
　
。
至
先
生
以
支
・
微
・
齊
・

　
十
灰
之
宇
爲
一
韻
。
李
先
生
則
以
支
・
微
・
齊
・
佳
・
灰
爲
↓
韻
。
先
生
以
眞
・
文
・
十
三
元
之
孚
爲
一
韻
。
李
先
生
則
以
眞
・
文
・
元
・
塞
・

　
刷
’
先
爲
一
韻
o
　
－
－
－
－
　
［
小
塚
注
…
文
字
不
鮮
明
。
或
い
は
隻
行
注
か
。
「
老
村
彰
爲
／
行
便
如
此
」
］
想
各
自
説
非
望
所
能
解
也
」

⑬

r
一

、

按
友
聲
朱
賛
皇
有
集
句
之

選
、
可
稻
創
闇
。
望
思
帖
子
語
亦
從
無
有
專
刻
。
如
雨
打
無
聲
鼓
子
。
花
月
満
兎
見
肥
之
類
皆
昭
昭
人
耳
。
又

　
笑
史
・
一
夕
話
等
書
亦
聞
載
名
聯
。
況
先
生
聯
荘
・
聯
騒
皆
巧
奪
天
工
、
生
卒
佳
句
必
多
、
伏
願
廣
捜
博
采
、
合
古
今
帖
子
語
、
勒
爲
全
書
亦
小

　
品
中
一
奇
也
」

⑭

rl、

伏
讃
尊
著
筆
歌
可
以
凌
塵
關
・
王
o
望
思
元
曲
之
稻
佳
者
西
廟
・
琵
琶
・
拝
月
亭
。
今
西
廟
有
金
聖
歎
評
、
琵
琶
有
毛
聲
山
評
。
惟
拝
月

　
亭
爲
在
訣
然
。
伏
願
先
生
出
其
雷
巫
心
、
妙
筆
黙
綴
成
評
亦
小
品
中
一
奇
也
」

⑮

二
、
按
竹
枝
詞
始
干
唐
劉
夢
得
、
後
來
作
者
、
錐
多
從
不
有
專
刻
。
近
朱
竹
陀
先
生
有
鴛
鴛
湖
権
歌
、
尤
悔
蓄
有
外
國
竹
枝
、
孫
沙
村
有
朝
鮮

　
珠
江
等
竹
枝
。
想
先
生
必
有
黄
山
維
揚
等
竹
枝
。
伏
願
廣
捜
博
采
、
合
古
今
竹
枝
詞
、
勒
爲
一
選
。
不
惟
適
性
陶
情
、
兼
可
省
方
問
俗
、
亦
小
品

　
中
l
奇
也
」

⑯

”
、
伏
讃
虞
初
新
志
凡
例
知
諸
選
家
積
弊
随
規
o
先
生
固
皆
刷
去
之
　
。
望
思
詩
之
一
道
唐
人
初
盛
中
晩
各
有
佳
庭
。
今
錐
貴
郷
風
氣
倶
碕
中

　
晩
。
然
初
盛
何
可
廣
也
。
先
生
如
操
選
政
、
伏
願
地
無
分
南
北
、
人
無
分
貴
賎
、
詩
無
分
盛
中
、
大
公
至
正
方
可
傳
之
永
遠
、
如
唐
選
多
　
品
彙

　
一
書
、
濁
較
彰
明
者
、
職
是
故
也
」

⑰

二
、
恭
在
同
譜
先
人
履
埋
埋
宜
相
聞
。
但
寒
家
三
代
志
銘
浩
繁
、
〈
未
付
梓
。
今
姑
録
先
會
租
誼
記
一
通
先
租
別
傳
二
則
。
伏
所
先
生
暇
日
賜
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臨
見
則
厘
略
可
知
」

⑱

三
、
先
曾
祀
奮
有
易
占
登
蒙
説
略
l
刻
謹
此
呈
上
。
先
生
於
易
道
家
學
有
原
是
非
可
以
立
辮
如
其
可
傳
。
伏
析
留
表
彰
投
存
均
感
。
其
刻
資
明

　
示
望
當
奉
補
」

⑲

rl、

先
租
奮
有
凱
蓄
集
二
十
巻
、
鼎
革
以
來
散
逸
過
宇
。
今
姑
録
手
譲
文
一
篇
・
曲
二
套
又
奮
刻
杜
陵
秋
泳
一
冊
呈
教
如
其
可
傳
。
伏
所
留
祠

　
表
彰
、
残
存
均
感
。
其
刻
資
明
示
、
望
當
奉
補
」

⑳

rl、

拙
作

不
一
、
倶
堪
覆
甑
。
今
姑
澤
賦
八
篇
・
集
杜
三
十
首
・
集
唐
八
首
・
曲
l
套
・
竹
枝
十
首
、
封
語
十
條
繕
本
呈
上
。
實
以
就
正
大
非

　
敢
自
眩
其
美
。
千
析
先
生
勿
拘
常
例
。
逐
　
筆
削
詳
施
評
語
、
乃
將
原
本
寄
還
在
望
固
資
玉
成
亦
足
微
先
生
聲
教
碧
5
6
干
四
海
。
個
其
中
梢
有
可
采

　
尤
望
嘘
枯
吹
生
乗
便
表
彰
一
二
則
鵠
館
之
雅
感
途
骨
肉
。
其
刻
資
明
示
、
望
當
奉
補
」

⑳

二
、
徹
村
八
昧
、
拙
作
甚
彩
。
其
他
見
和
者
亦
不
少
。
今
特
録
八
景
考
一
研
呈
上
。
伏
所
先
生
不
拘
罐
裁
、
依
景
賜
詩
即
詞
曲
皆
可
尤
望
。
廣

　
徴
同
人
、
務
使
退
荒
泉
石
借
碗
談
以
生
光
望
則
感
甚
」

⑳

二
、
今
後
如
承
寄
書
須
託
申
舎
親
或
員
舎
親
寛
三
原
安
人
付
之
、
庶
不
致
浮
沈
損
逗
其
巻
秩
、
如
多
即
與
彼
言
明
、
到
家
之
日
、
望
即
補
其
脚

　
債
則
彼
自
不
畏
難
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

『
偶

存
』
皿
「
客
歳
仲
冬
、
杜
門
静
坐
、
忽
有
異
光
自
天
而
下
、
接
而
覗
之
o
乃
吾
老
宗
裏
先
生
之
瑳
函
佳
著
也
。
更
拝
雨
世
藏
書
高
文
大
冊
如
見
先
　
⑲

輩
。
典
型
喜
慰
爲
劇
久
、
欲
作
報
章
。
因
賎
鵠
多
病
兼
以
刻
藤
。
忽
刷
印
無
從
以
致
遅
緩
爲
款
耳
。
種
種
教
言
、
具
悉
雅
意
尤
爲
感
。
勒
附
復
敷
行

干
左
以
當
曙
言
外
、
具
廣
陵
葛
一
端
詩
扉
一
柄
。
伏
惟
笑
而
存
之
。
是
濤
臨
風
翅
企
易
任
謄
依
」

（
1
）
コ
、
承
先
君
各
種
、
今
補
寄
上
。
幸
照
軍
査
到
井
示
回
音
」

（

e
s
i
）
　
r
1
、
承
拙
著
種
種
内
所
云
柳
復
集
、
宇
皆
少
年
遊
戯
之
作
、
久
不
刷
印
。
今
補
奉
昭
代
叢
書
下
酒
物
井
三
字
経
閏
訓
。
其
鹸
如
花
影
詞
則
筒

　
　
未
授
梓
。
如
逸
民
四
史
・
奔
乗
史
・
輝
世
説
・
仙
世
説
尚
未
成
書
。
惟
李
杜
牌
已
刻
、
容
後
績
寄
。
其
博
古
牌
録
稿
呈
教
、
此
種
擬
檜
圭
旦
爲
圖

　
　
縁
内
有
三
四
分
。
不
甚
恒
意
。
個
吾
兄
肯
爲
弟
改
正
而
補
足
之
、
尤
足
徴
雅
愛
也
。
其
張
文
昌
集
、
不
識
襲
宇
老
存
干
何
所
無
從
査
考
　
」

（

c
r
i
）
　
r
1
、
向
日
奉
懐
令
兄
長
兄
先
生
詩
内
重
一
猫
字
、
承
摘
出
感
甚
。
今
擬
改
濁
麗
西
州
涙
爲
痛
麗
西
州
涙
、
不
識
可
否
」

（
4
）
　
r
1
、
承
論
書
宜
装
釘
、
今
謹
如
命
。
」

（
u
）
）
　
F
1
、
友
聲
補
奉
全
部
。
其
尺
蹟
今
已
得
八
㊨
嗣
當
績
寄
」

（c

o
）
　
r
1
、
朱
其
恭
兄
七
古
一
篇
以
詩
代
東
原
不
過
遊
戯
之
作
、
若
海
内
名
流
見
贈
瑠
篇
自
當
男
爲
一
刻
」

（tr

－
）
　
r
　
1
、
所
云
海
寧
沈
太
史
十
三
経
文
緯
。
弟
曾
親
見
其
書
大
抵
皆
古
人
談
経
學
文
字
欲
進
呈
而
未
果
者
、
若
所
云
正
史
而
外
筒
有
多
種
。
此
種



（
4
）

　
　
種
書
如
呉
越
春
秋
．
東
観
漢
記
．
英
雄
記
・
十
六
國
春
秋
・
劉
照
奮
唐
書
之
類
、
世
皆
有
之
。
不
待
表
章
者
也
。
若
彙
爲
一
書
、
世
安
得
有
此

　
　
大
力
乎
」

（
c
o
）
　
［
1
、
所
云
太
平
簑
宇
記
・
括
地
志
・
古
今
注
等
書
、
漢
魏
叢
書
内
有
之
」

（
e
）
）
　
F
1
、
韻
學
云
云
此
事
原
有
一
定
不
移
之
理
如
顧
寧
人
・
李
小
徳
両
先
生
所
言
皆
極
有
源
流
可
以
爲
法
。
近
人
往
往
証
及
東
陽
。
即
弟
初
年
亦

　
　
不
免
有
之
。
今
始
知
其
謬
耳
。
其
答
顧
天
石
札
内
所
云
、
近
得
古
本
者
、
即
指
廣
韻
而
言
其
調
謬
庭
、
承
爲
摘
出
眞
潮
之
盆
友
也
」

（
1
）
　
F
一
、
所
云
昌
黎
此
日
足
可
惜
一
篇
、
合
用
江
陽
。
此
原
弟
所
不
解
。
印
如
離
騒
首
篇
、
庸
降
合
用
是
　
。
接
用
名
均
能
諸
韻
亦
不
曉
。
所
謂

　
　
即
讃
能
爲
耐
以
與
下
文
態
字
相
叶
。
而
名
均
二
韻
之
叶
亦
古
所
無
也
o
大
抵
江
陽
之
合
、
自
北
宋
始
、
此
沿
至
今
日
。
我
輩
口
中
自
無
異
同
、

　
　
非
中
州
韻
井
洪
武
正
韻
之
誤
。
乃
立
譜
之
時
、
其
音
是
如
此
耳
。
即
六
硫
一
部
始
自
齊
梁
。
車
遮
之
韻
始
自
金
元
可
見
。
用
韻
之
法
當
随
髄
製

　
　
而
分
。
潮
干
叢
書
乙
集
小
序
中
曾
言
之
。
至
所
云
以
支
微
齊
十
灰
之
宇
爲
一
韻
此
不
過
干
古
人
通
用
之
中
、
取
其
不
棘
干
耳
者
拉
不
敢
溢
干
古

　
　
人
之
外
云
耳
。
非
有
他
意
也
」

（
H
）
　
F
l
、
所
云
帖
子
語
是
即
指
封
句
而
言
潮
亦
嘗
有
此
想
。
然
當
意
者
紹
少
。
今
録
敷
條
干
別
楮
以
資
。
欣
賞
若
彙
爲
全
書
。
此
必
不
可
得
之
事

　
　
也
。
潮
嘗
謂
前
明
掛
枝
見
．
打
棄
竿
之
類
皆
是
紹
妙
小
品
、
歎
今
時
無
之
。
所
以
然
者
明
代
名
妓
所
往
還
者
皆
唐
伯
虎
・
碗
枝
山
諸
公
自
有
如

　
　
許
風
流
佳
話
。
近
日
未
嘗
無
壁
破
玉
．
倒
搬
漿
・
冴
呵
酌
諸
調
、
其
僅
鄙
不
堪
令
人
欲
嘔
。
不
知
尚
有
如
唐
伯
虎
・
況
枝
山
諸
公
之
作
乎
。
又

　
　
如
酒

令
．
雅
謎
之
類
亦
未
見
有
流
布
之
書
。
近
年
止
見
毛
會
侯
先
生
孟
子
古
人
名
耳
。
如
此
等
類
、
原
不
必
其
成
書
。
但
有
佳
者
即
爲
筆
之
干

　
　
書
以
備
。
後
來
纏
起
者
之
採
取
亦
我
輩
所
宜
留
心
也
」

（
1
2
）
二
、
拝
月
亭
傳
奇
錐
前
人
極
力
推
重
。
然
此
等
批
評
惟
金
聖
嘆
能
之
即
毛
聲
山
之
評
琵
琶
、
張
竹
披
之
評
金
瓶
梅
皆
未
免
梢
遜
。
若
吾
兄
能

　
　
男
出
手
眼
與
聖
嘆
齊
駆
、
伸
潮
得
開
援
心
胸
是
所
頗
也
」

（E2
）
　
F
1
、
竹
枝
詞
選
、
弟
向
亦
有
此
想
。
然
捜
羅
不
易
、
若
掛
一
漏
萬
o
必
致
胎
識
、
識
者
是
以
不
敢
輕
易
從
事
」

（
1
）
　
F
l
、
承
諭
選
詩
、
初
盛
中
晩
不
宜
偏
向
、
誠
然
、
誠
然
。
然
弟
不
敢
操
詩
選
政
以
其
中
情
面
是
非
、
断
不
能
免
耳
」

（
1
）
　
F
l
、
承
示
令
先
曾
租
老
先
生
論
記
．
令
先
租
老
先
生
別
傳
、
不
菅
親
灸
先
賢
。
今
寄
上
先
學
憲
行
状
一
朋
、
閲
之
亦
可
知
寒
家
大
略
也
」

（
1
6
）
二
、
承
頒
示
易
占
登
蒙
・
手
譲
文
・
杜
陵
秋
昧
諸
種
。
個
有
操
瓠
家
選
及
前
代
著
作
自
當
代
爲
留
神
」

（
1
）
r
l
、
大
著
種
種
無
一
不
佳
、
侯
有
可
借
光
庭
自
不
憧
表
章
也
」

（9El

）
　
F
1
、
貴
郷
八
景
考
係
友
人
帯
往
呉
門
o
今
亦
不
知
其
何
所
往
、
侯
從
容
報
命
」

『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
補
編
』
第
一
冊
所
牧
。
全
十
二
巻
、
補
遺
四
巷
。

（95）
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F必
徴
之
京
省
各
路
、
各
路
中
又
須
有
知
交
代
爲
捜
討
井
酌
其
可
存
可
側
、
然
後
各
成
一
書
…
」

F又
承
詞
漢
魏
叢
書
七
十
六
種
内
、
拉
無
簑
宇
記
・
括
地
志
等
書
。
愚
所
見
漢
魏
叢
書
、
各
部
不
一
。
或
有
此
而
無
彼
、
或
有
彼
而
無
此
」

但
し
、
現
存
す
る
『
括
地
志
』
が
叢
書
に
探
録
さ
れ
る
の
は
張
潮
の
死
後
で
あ
り
（
『
黄
氏
逸
書
考
』
等
）
、
清
初
の
時
鮎
で
ど
の
よ
う
に
存
在
し
て

い

た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

F蓋
因
古
人
干
此
、
未
編
総
目
、
即
失
去
敷
種
亦
無
從
査
考
。
惟
有
遇
此
等
書
、
不
妨
重
複
牧
買
。
庶
幾
可
耳
。
然
究
不
能
全
也
。
即
陳
眉
公
秘
笈
亦

坐
此
病
。
愚
向
有
襲
干
此
。
是
以
拙
選
叢
書
毎
巻
之
前
及
板
心
皆
有
叢
書
穂
名
。
復
註
巷
之
幾
、
其
各
種
本
名
附
干
其
次
、
庶
不
致
有
遺
失
之
患
耳
」

F至
令
租
老
先
生
手
譲
文
、
愚
干
此
等
題
藏
稿
頗
多
。
與
檀
几
飴
集
選
例
、
筒
有
未
合
」

F先
祀
手
譲
文
拉
填
詞
榔
還
。
豊
偶
誤
歎
。
又
閲
檀
几
饒
集
、
倶
零
星
小
品
、
先
祀
手
譲
文
例
鷹
得
采
入
。
何
老
兄
量
先
生
寛
不
l
顧
、
宿
諾
而
棄
置

之
耶
」

r先
大
令
手
譲
文
、
承
老
兄
墓
先
生
慨
付
剤
剛
、
且
綴
以
美
評
。
残
存
倶
拝
明
徳
干
不
朽
　
。
其
刻
貨
容
圖
補
寄
」

（96）


